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尋
常
科
を
高
等
科
の
教
授
が
教
え
た
／
今
な

ら
大
学
教
養
科
目
の
教
師
／
ぜ
い
た
く
な
話
／

何
か
が
違
っ
た
／
勉
強
嫌
い
に
も
学
問
の
香
気

が
伝
わ
っ
た
／
日
本
文
法
で
は
時
枝
文
法
と
い

う
別
の
考
え
方
が
あ
る
と
漏
ら
さ
れ
た
／
い
ろ

い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
の
だ
／
こ
れ
を
知
る
大

切
さ
／
地
理
の
朝
永
教
授
は
一
年
間
「
島
」
別

の
一
年
は
「
ア
フ
リ
カ
」一
筋
／
第
一
声
が
本
質

を
突
い
て
い
た
「
ど
ん
な
島
に
も
山
陽
と
山
陰

が
あ
る
」「
ア
フ
リ
カ
は
知
ら
れ
る
こ
と
も
っ
と

も
古
く
も
っ
と
も
少
な
い
大
陸
で
あ
る
」
／
国

語
の
本
田
義
憲
教
授
は
い
き
な
り
窓
辺
に
寄
っ

て
「
空
が
青
い
。か
な
し
い
で
す
ね
ー
」
／
わ
け

が
わ
か
ら
な
く
て
も
そ
の
感
銘
は
今
に
残
る
／

新
高
二
回
卒
業
生
は
平
成
十
四
年
の
ク
ラ
ス

会
に
先
生
を
お
招
き
し
て
講
義
を
再
演
し
て

も
ら
っ
た
／
当
時
二
十
六
歳
今
八
十
歳
の
先
生

は
中
学
二
年
生
の
私
た
ち
に
配
ら
れ
た
プ
リ
ン

ト
を
保
存
し
て
ら
れ
た
／
コ
ピ
ー
を
み
て
み
な

息
を
呑
ん
だ
／
感
動
／
藤
村
の
詩
「
初
恋
」
と

柳
田
国
男
の「
海
南
小
記
」
／
新
し
い
教
室
に

白
髪
の
先
生
の
講
義
が
響
き
渡
っ
た
。�

中
井 

久
夫 

教
授
�

�文
学
部
教
授
・
神
戸
大
学
名
誉
教
授
・

医
学
博
士
。昭
和
9
年
奈
良
県
生
ま
れ
。

甲
南
中
学
・
甲
南
高
校
を
経
て
昭
和
34

年
京
都
大
学
医
学
部
卒
。
精
神
医
学

者
と
し
て
治
療
と
研
究
に
従
事
す
る
。

平
成
9
年
4
月
か
ら
文
学
部
人
間
科

学
科
教
授
。『
精
神
医
学
の
経
験
』
全

8
巻
他
、著
・
翻
訳
書
は
多
岐
に
わ
た
る
。�

旧制高等学校時代／正門の鉄扉につけられた徽章（きしょう）�

鳩
杖（
は
と
づ
え
）●
1
号
館
1
階
学
園
史
資
料
展
示
室
に
あ
る
こ
の
杖
は
、

学
園
の
創
立
者
平
生
釟
三
郎
先
生
が
、1
9
4
5
年
に
枢
密
院
顧
問
官
の

功
績
に
よ
り
賜
っ
た
も
の
で
す
。
�
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！
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友
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ッ
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ク
�

ひ
と
す
く
い
の
海
水
か
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数
十
億
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も
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生
物
史
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む
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集
ま
れ
！�

甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー�

ひ
と
す
く
い
の
海
水
か
ら
、�

数
十
億
年
も
の
生
物
史
を
読
む
!?
�

N
E
T
W
O
R
K
 K
O
N
A
N

つ
な
が
る
！ K

O
N
A
N

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

W
H
A
T
'S N
E
W
! K
O
N
A
N

世
界
と
つ
な
が
る
！�

創
立
よ
り
、い
ま
へ
受
け
継
ぐ
ス
ピ
リ
ッ
ツ�

第
一
線
で
活
躍
中
の
卒
業
生
に
ア
ク
セ
ス
！�

甲
南
学
園
東
京
事
務
所
／
サ
イ
バ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
�

栄
え
あ
る
歴
史
を
語
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
学
園
史
資
料
室
に�

ク
ラ
ブ
つ
な
が
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
�

●
体
育
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
�

●
文
化
会
能
楽
研
究
部
�

体
力
を
競
い
、日
頃
の
活
動
成
果
を
報
告�

生
徒
主
体
で
開
催
す
る
、秋
の
二
大
イ
ベ
ン
ト�

起
承
転
結
で
捉
え
れ
ば
「
起
」の
4
年
間
�

作
家
へ
の
挑
戦
は
、甲
南
か
ら
始
ま
っ
た
�

P
IC
K
 U
P

高
・ 

中T
O
P
IC
S

ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園
だ
よ
り
�

W
O
R
L
D
 N
E
T
 K
O
N
A
N

IT
'S K
O
N
A
N
 ST
Y
L
E

甲
南
キ
ャ
ン
パ
ス
徹
底
ガ
イ
ド�

あ
な
た
は
ご
存
じ
で
し
た
？
�

知
る
人
ぞ
知
る
甲
南
独
自
の
充
実
施
設
�

大
切
な
の
は
、何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
�

3
年
間
の
経
験
が
、い
ま
の
私
を
支
え
て
い
ま
す
�

甲
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

表紙の絵�

特  集�

W
elco

m
e! 

誌
上
ゼ
ミ
ナ
ー
ル  

特
別
編
�

ゴ
ル
フ
部
O
B
会
か
ら
優
勝
杯
寄
贈
�

遠
方
の
ご
父
母
の
疑
問
に
もF

ace to F
ace

で
お
応
え
！
�

中
国
・
四
国
地
区
教
育
懇
談
会
�

こ
れ
か
ら
の
生
命
科
学
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
テ
ー
マ
に
、�

世
界
的
な
権
威
と
若
手
研
究
者
が
討
論
！
�

増
井
禎
夫
先
生
を
囲
む
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
�

経
済
学
部
開
設
50
周
年
記
念
講
演
会
�

甲
南
大
学
名
誉
博
士
号
授
与
／
経
済
学
部
開
設
50
周
年
記
念
講
演
会
�

県
内
の
複
数
の
大
学
・
�

独
立
行
政
法
人
と
連
携
し
て
�

ナ
ノ
先
端
医
療
の
研
究
分
野
を
開
く
�

研
究
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
機
構
」
を
設
立
�

� 一
大
イ
ベ
ン
ト
「
摂
津
祭
」
開
催
�

第
38
回
　
摂
津
祭
「C

R
O
S
S
 O
V
E
R

」�

完
成
！
同
窓
生
の
新
た
な
集
い
の
場
�

甲
友
会
館
竣
工
式
�

体
育
祭
・
文
化
祭
�

西井義晃  画　「甲友会館」�

西井義晃さんプロフィール�

1961年　甲南大学経済学部卒業�
元自由美術会員�

●2003年の個展会の予定�

　1月23日～28日�
　大阪松竹座前ギャラリー香�
　オープン記念個展�

　3月31日～4月5日�
　東京銀座ギャラリー舫小品展�

　9月3日～9日�
　大阪なんば高島屋10回記念個展�

　9月24日～30日�
　JR名古屋高島屋個展�

次のURLでも作品集をご覧いただけます�
http://webgarou.net

祝！ 

10
th A
nniversary of�

N
ew
 Y
ork K

onan A
lum
ni A
ssociation

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
甲
南
会
創
立
10
周
年
記
念
行
事
�

こ
れ
か
ら
の
生
命
科
学
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
テ
ー
マ
に
、�

世
界
的
な
権
威
と
若
手
研
究
者
が
討
論
！
�

栄えある歴史を語る�
トロフィーが学園史資料室に�

増
井
禎
夫
先
生
を
囲
む
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
�

ゴルフ部ＯＢ会から優勝杯寄贈�

　
甲
南
大
学
で
は
、生
命
科
学
の
分
野
で
国
際
的
に

高
い
評
価
を
得
て
お
ら
れ
る
増
井
禎
夫
先
生
を
お
招

き
し
、生
命
科
学
研
究
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、今
回
、2
0
0
3
年
3
月

21
日（
金
）、22
日（
土
）の
両
日
に
わ
た
り
、若
手
研
究

者
を
対
象
と
し
た
少
人
数
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、増
井
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
先
生
方
の
講
演
、若
手
研
究
者

の
研
究
発
表
の
ほ
か
、先
生
方
を
囲
ん
で
の
討
論
を

予
定
。こ
の
催
し
を
通
じ
て
、急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ

る
現
代
生
物
学
で
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
「
生
命
を
探

究
す
る
姿
勢
」
を
改
め
て
見
直
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、先
生
方
と
夜
を
徹
し
て
語
り

明
か
そ
う
と
い
う
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
、下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

中国・四国地区教育懇談会�

　2002年10月13日、ホテルグランヴィア岡山にて中国・四

国地方のご父母を対象とした教育懇談会が実施されました。

　沢英成学長の挨拶の後、中田善啓就職部長が近年の就

職戦線の動向について講演を行い、いま求められる学生像

とその家庭に必要な心構えなどを強調。その後は個別相談

の時間とし、学部別の学修、就職、留学など部門別に担当の

教員がご父母の疑問にお応えしました。締めくくりは懇親パ

ーティー。岡山甲南会会長の末長範彦様の乾杯のご発声

で始まり、終始和やかなムードで進みました。会場でのアン

ケートによれば、この一日を通して、多くのご父母にアットホ

ームな大学の雰囲気を感じ取っていただけたようです。�

　
体
育
会
ゴ
ル
フ

部
Ｏ
Ｂ
会（
緑
友
会
）

よ
り
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル

フ
会
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
信
夫
杯
８

点
を
含
む
優
勝
杯
１２
点
、優
勝
楯
１

点
、優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
１
点
を
、こ
の

度
、本
学
園
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
れ
ら
は
、昭
和
３０
年
か
ら
４７
年
の
間

に
、石
本
喜
義
氏
、大
橋
一
元
氏
、中
部
銀
次

郎
氏
な
ど
の
活
躍
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
、栄

え
あ
る
甲
南
ゴ
ル
フ
部
の
伝
統
と
歴
史
を
象

徴
す
る
も
の
で
す
。
�

　
寄
贈
式
は
１０
月
２５
日
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
坂
野
伯
夫
緑
友
会
事
務
局
長
、金
村

宰
宏
さ
ん（
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
・
文
学
部
４
年
）

が
見
守
る
中
、大
橋
一
元
緑
友
会
会
長
か
ら
、

池
上
吉
藏
理
事
長
に
優
勝
杯
な
ど
が
寄
贈

さ
れ
、理
事
長
か
ら
会
長
に
、感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
式
に
は
、本
学
園
か

ら
は
矢
木
司
孝
理
事
、藍
原
正
宜
広
報
室
長

も
出
席
し
ま
し
た
。
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

優
勝
杯
な
ど
は
、学
園
の
資
料
室
で
大
切
に

保
管
し
ま
す
が
、折
々
に
、展
示
室
な
ど
で
甲

友
の
皆
さ
ま
に
も
お
披
露
目
し
て
い
き
ま
す
。
�

増井禎夫先生プロフィール�
�
トロント大学名誉教授。甲南大学名誉教授。
13年間の甲南大における研究で開拓した生物
化学の研究テーマをカナダで結実し、ラスカー賞、
マニング賞をはじめ数多くの国際的な賞を受賞。
主な功績は、細胞が分裂し増殖する過程をコン
トロールする卵成熟誘起因子（MPF）および細
胞分裂停止因子（CSF）という2つの因子の存
在を明らかにしたところにある。�

【日　時】2003年3月21日（金）、22日（土）�
【場　所】甲南学園平生記念セミナーハウス�
【お申し込み ＆ お問い合わせ】�
 甲南大学理工学部生物学科　担当：西方まで�
 TEL 078-435-2511　eメール  nisikata@konan-u.ac.jp

参
加
者
募
集
�

遠方のご父母の疑問にも�
Face to Faceでお応え！�

し
の
ぶ
は
い
�
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県
内
の
複
数
の
大
学
・
�

独
立
行
政
法
人
と
連
携
し
て
�

ナ
ノ
先
端
医
療
の
研
究
分
野
を
開
く
�

 

研
究
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
�

「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
機
構
」
を
設
立
�

�
　
高
度
先
進
医
療（
医
学
・
薬
学
）の
基
盤
と
な
る
分
子
技
術（
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）研
究
開
発
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、ナ
ノ

先
端
医
療
研
究
の
格
段
の
促
進
を
図
る
た
め
、９
月
２７
日
、甲
南
、

神
戸
薬
科
、兵
庫
医
科
の
３
大
学
と
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術

総
合
研
究
所
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー（
T
E
R
C
）

が
研
究
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
機

構
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、「
ナ
ノ
」（
百
万

分
の
1
ミ
リ
）以
下
の
分
子
レ
ベ
ル
の
微
細
な
加
工
な
ど
を
扱
う

技
術
の
総
称
。
医
療
分
野
で
は
、細
胞
内
の
分
子
の
相
互
作
用
な

ど
を
解
明
し
薬
を
開
発
し
た
り
、細
胞
を
加
工
し
て
再
生
医
学

に
生
か
す
な
ど
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
同
機
構
で
は
、本
学
の
杉
本
直
己
理
工
学
部
教
授
を
委
員
長

と
す
る
連
携
研
究
推
進
委
員
会
が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
集
約
し
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
を
進
め
ま
す
。
例
え
ば
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、

が
ん
な
ど
幅
広
い
病
気
を
対
象
と
し
て
の
治
療
薬
や
治
療
技
術

を
開
発
し
ま
す
。
甲
南
大
学
で
は
、核
酸
や
た
ん
ぱ
く
質
を
中
心

と
す
る
生
命
分
子
の
分
子
間
相
互
作
用
や
薬
物
動
態
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
基
に
、新
規
医
療
用
ナ
ノ
材
料
お
よ
び
ナ
ノ
シ
ス
テ

ム
の
研
究
・
開
発
を
行
い
ま
す
。
神
戸
薬
科
大
学
で
は
、新
規
薬

剤
の
開
発
を
主
に
担
当
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
、ナ
ノ
材
料
や
薬
剤

を
、T
E
R
C
が
ヒ
ト
幹
細
胞
を
用
い
て
毒
性
な
ど
を
評
価
し

た
後
、兵
庫
医
科
大
学
で
臨
床
研
究
が
行
わ
れ
、そ
の
結
果
は
本

学
の
基
盤
研
究
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。
�

　
得
意
分
野
が
異
な
る
４
者
が
連
携
す
る
こ
と
で
、高
度
な
専

門
技
術
や
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
先
端
医
療
分
野
の
研
究
開
発

を
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
�

　
２
０
０
３
年
１
月
１６
日
に
は
、研
究
機
構
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
�

 第38回　摂津祭�

「CROSS OV
ER」�

一大イベント「摂津祭」開催�

　一年で岡本キャンパスが最も活気づく5日間、

摂津祭が今年もにぎやかに開催されました。今年、

掲げられたテーマは「CROSS OVER」。一人ひと

りの摂津祭に対する思いを融合して新しいカタチ

の大学祭を生み出そうというコンセプトとあり、どの催しも気合い十分！ 

初日の11月20日（水）はオープニングセレモニーの後、恒例の武道系ク

ラブによる演武祭が幕開けを威勢良く飾り、各種趣向を凝らした模擬店

が一斉にオープン。また、花火やとくに人気の高いプロのライブは23日（土）

に開催。「YOU THE ROCK」、「電撃ネットワーク」、「ガガガSP」が訪

れ、盛り上がりは最高潮に。最終日となる24日（日）は音楽関連クラブ・サ

ークルが音楽祭で観客を楽しませ、最後まで充実した内容となりました。�

　22日（金）には、西宮アミティホー
ルで演劇祭を開催。文化会歌舞伎
文楽研究部、同能楽研究部、同演劇
部などが公演を行いました。�

　文学部の谷口ゼミでは「甲南大学の循
環型コミュニティーの創造とパートナーシ
ップ」と題し、キャンパスや甲南大学環境
教育野外施設で行っている活動（竹とん
ぼづくりなど）を紹介しました。�
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経
済
学
部
開
設
50
周
年
記
念
講
演
会
�

完成！同窓生の新たな集いの場�
　昨年よりキャンパスの北西エリアに建築中だった甲友

会館がついに完成。9月28日（土）午前10時30分より、同

会館2階の小ホールで、池上吉藏理事長、　沢英成学長

らが参列し、竣工式が行われました。竣工式終了後は同

会館の大ホールにて、グリークラブと女声合唱団アモロ

ーゾによる記念コンサートが行われました。�

卒業生、父母、学生がともに集い、ともに語らう場として甲友

会館が竣工しました。クラブやゼミの発表会や展示会、また

は懇親会などに利用できます。�

●お問い合わせは�

甲南学園　甲友室�
TEL 078-441-4548　FAX 078-435-2559　まで�

経
済
学
部
開
設
50
周
年
記
念
講
演
会
�

甲
南
大
学
名
誉
博
士
号
授
与
�

　
記
念
講
演
会
に
先
立
ち
、講
演
者
で
あ
る
米

国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
名
誉
教
授
の
ロ
ー
レ
ン

ス
・
R
・
ク
ラ
イ
ン
博
士
に
甲
南
大
学
名
誉
博

士
の
称
号
を
授
与
す
る
式
典
が
執
り
行
わ
れ
、

　
沢
英
成
学
長
よ
り
、名
誉
学
位
記
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
ン
氏
は
、計
量
経
済
学
会

会
長
、ア
メ
リ
カ
経
済
学
会
会
長
を
務
め
、

1
9
8
0
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞

さ
れ
た
計
量
経
済

学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
。

日
本
で
も
多
く
の

経
済
学
者
が
同
氏

の
研
究
指
導
を
受

け
て
お
り
、
本
学

経
済
学
部
の
稲
田

義
久
教
授
と
の
共

同
論
文
も
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
�

甲友会館竣工式�

■甲友会館の利用について�

10
月
21
日
甲
友
会
館
に
て
、ロ
ー
レ
ン
ス
・
R
・
ク
ラ
イ
ン
博
士
を
招
き
、�

経
済
学
部
開
設
50
周
年
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
今
回
の
講
演
会
は
2
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、ク
ラ
イ
ン
教
授
に
「
I
T
で
甦
っ
た
ア
メ

リ
カ
、変
わ
れ
る
か
日
本
」
と
い
う
題
目
で
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
で
は
1
9
8
0

年
代
後
半
に
I
T
革
命
が
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
効
果
が
経
済
に
顕
在
化
し
た
の
は
90
年
代

後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
日
本
で
の
I
T
革

命
は
90
年
代
後
半
以
降
で
す
か
ら
、そ
の
効
果

が
現
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う
、元
気
の
出

る
お
話
で
し
た
。
�

　
後
半
は
、稲
田
義
久
教
授
が
今
後
の
経
済
見

通
し
、市
野
泰
和
講
師
が
規
制
緩
和
、寺
尾
建

助
教
授
が
労
働
市
場
、藤
川
清
史
教
授
が
大

学
教
育
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
質
問
し
、ク
ラ
イ

ン
教
授
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
教
授
は
こ
こ

で
も
、日
本
経
済
の
潜
在
成
長
率
は
低
下
し
て

い
な
い
こ
と
を
強
調
さ
れ
、教
授
の
持
論
で
あ

る
、「
市
場
主
義
一
辺
倒
の
政
策
は
不
適
切
で
、

ケ
イ
ン
ズ
政
策
の
出
番
が
必
要
」
で
あ
る
こ
と

を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
小
泉
政
権
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
は
、構
造

改
革
は
必
要
だ
が
そ
の
デ
フ
レ
イ
ン
パ
ク
ト
を

緩
和
す
る
た
め
に
財
政
刺
激
は
絶
対
必
要
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
と
く
に
、財
政
刺
激
に
つ
い

て
は
、I
T
を
中
心
と
し
た
教
育
投
資
を
増
加

す
る
べ
き
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
長
期

的
な
成
長
率
を
高
め
る
た
め
に
も
、い
ま
こ
そ
、

教
育
投
資
へ
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。

ハ
コ
も
の
へ
の
投
資
で
は
な
く
、ソ
フ
ト
へ
の
投

資
が
決
定
的
と
な
ろ
う
。
I
T
を
使
い
こ
な
せ
、

質
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
造
で
き
る
人
材
を

創
出
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
資
が
重
要
で

あ
る
と
の
お
話
で
し
た
。
�
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私
学
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
、ま
す

ま
す
厳
し
さ
を
増
す
経
営
環
境
の
も
と
で
、

本
学
園
に
対
す
る
期
待
が
大
き
い
こ
の
時

期
に
、前
理
事
長 

戸
山
晶
夫
氏
の
後
を
承

け
て
第
十
二
代
理
事
長
の
大
任
を
仰
せ
つ

か
り
、そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
と

と
も
に
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、拝
命

か
ら
八
か
月
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
�

　
す
で
に
、ご
承
知
の
方
も
多
い
こ
と
と
存

じ
ま
す
が
、私
が
理
事
長
に
選
任
さ
れ
る
理

事
会
決
定
に
至
る
ま
で
の
間
、戸
山
前
理

事
長
の
も
と
に
各
方
面
か
ら
多
数
の
ご
意

見
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、そ
の
調
整
に
多
大

の
ご
尽
力
を
さ
れ
つ
つ
、円
滑
な
運
営
を
図

る
こ
と
を
旨
と
し
て
、甲
南
学
園
寄
附
行

為
お
よ
び
同
施
行
細
則
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
則
り
、粛
々
と
理
事
会
を
運
営
さ
れ
た

結
果
、図
ら
ず
も
私
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
�

　
こ
れ
ま
で
、歴
代
の
理
事
長
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
輝
か
し
い
歴
史
と
本
学
園
に
と
っ
て

の
新
し
い
時
代
の
社
会
的
使
命
の
重
大
な

る
こ
と
を
痛
感
し
、二
十
一
世
紀
を
本
学
園

の
さ
ら
な
る
発
展
の
世
紀
と
す
る
た
め
、教

育
・
研
究
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
や
そ
れ

に
伴
う
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
全
力

を
挙
げ
る
こ
と
が
、皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え

る
最
大
の
責
務
で
あ
る
と
受
け
と
め
て
お

り
ま
す
。
�

　
わ
が
甲
南
学
園
は
、創
立
者 
平
生
釟
三

郎
先
生
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、社
会
の

変
化
に
適
切
に
対
応
し
う
る
教
育
・
研
究
環

境
を
充
実
さ
せ
、個
性
豊
か
で
特
色
あ
る
教

育
・
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
使
命
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
�

　
大
学
に
お
い
て
は
、新
た
な
法
曹
養
成
機

関
と
し
て
、法
科
大
学
院
の
平
成
十
六
年
開

設
を
め
ざ
し
て
本
年
十
月
に
法
曹
養
成
高

等
教
育
研
究
所
を
設
置
し
ま
し
た
。
学
部

に
お
い
て
も
、経
済
学
部
お
よ
び
経
営
学
部

に
国
際
経
営
分
野
に
お
け
る
有
為
の
人
材

育
成
に
資
す
る
た
め
、本
年
四
月
に
「
E
B
A

総
合
コ
ー
ス
」
を
開
設
し
ま
し
た
。ま
た
、情

報
教
育
環
境
お
よ
び
外
国
語
教
育
環
境
の

充
実
・
整
備
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
甲
南

学
園
創
立
八
十
周
年（
大
学
創
立
五
十
周

年
）記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、臨
床
心
理

学
を
中
心
に
し
た
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
事
業
」
や
自
然
科
学
分
野
の
高
度
な
先

端
的
研
究
を
行
う
「
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、こ
れ
ま
で
の
研
究
の
評

価
に
基
づ
く
新
た
な
展
開
を
試
み
る
な
ど
、

学
部
・
大
学
院
教
育
の
充
実
と
研
究
の
重

点
化
、特
色
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
�

　
中
高
に
お
い
て
は
、中
高
一
貫
教
育
の
特

徴
を
生
か
し
、海
外
協
定
校
と
の
相
互
派

遣
な
ど
を
含
め
た
国
際
交
流
を
さ
ら
に
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、情
報
活
用
授
業
な
ど
の

一
層
の
充
実
を
図
り
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の

自
主
的
な
自
学
自
修
活
動
と
教
育
・
研
究

諸
活
動
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の

教
育
環
境
の
充
実
、さ
ら
に
、文
部
科
学
省

の
研
究
開
発
指
定
校
と
し
て
環
境
教
育
の

充
実
を
、推
し
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
�

　
施
設
面
に
お
い
て
は
、法
曹
養
成
教
育
の

理
念
・
目
的
の
実
現
に
必
要
な
施
設
・
設
備

な
ど
を
備
え
た
法
科
大
学
院
棟
の
建
設
、

理
工
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
研
究
室
、

共
同
講
義
室
、情
報
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

演
習
室
お
よ
び
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
を
擁

す
る
新
十
二
号
館
建
設
計
画
が
逐
次
進
ん

で
お
り
ま
す
。
�

　
こ
の
よ
う
な
教
育
・
研
究
環
境
の
整
備
・

充
実
と
と
も
に
、学
生
・
生
徒
の
勉
学
・
研

究
意
欲
な
ど
を
勧
奨
し
、結
実
、向
上
さ
せ

る
た
め
の
奨
学
金
制
度
の
充
実
、学
生
相

談
室
体
制
の
強
化
、就
職
活
動
お
よ
び
課

外
活
動
な
ど
に
対
す
る
支
援
体
制
の
強
化

に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
�

　
本
学
園
が
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

個
性
輝
く
学
園
と
し
て
存
在
す
る
た
め
に

は
、学
園
の
優
れ
た
教
育
資
源
を
甲
南
フ

ァ
ン
や
在
学
生
、卒
業
生
、父
母
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
と
す
る
甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共

有
し
活
用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

さ
ら
な
る
教
育
・
研
究
環
境
の
充
実
に
向

け
て
思
い
切
っ
た
資
金
の
投
入
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
�

　
し
か
し
、学
校
法
人
は
、非
営
利
法
人
で

あ
る
た
め
に
、収
入
の
減
少
に
対
し
て
は
、

支
出
の
抑
制
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

教
育
・
研
究
環
境
の
充
実
を
図
る
に
は
支
出

の
抑
制
・
削
減
に
は
自
ず
か
ら
限
界
が
あ
り

ま
す
。
収
入
の
８
割
近
く
を
学
生
・
生
徒
な

ど
の
納
付
金
が
占
め
て
い
る
現
状
で
は
あ
り

ま
す
が
、教
育
費
が
家
計
に
及
ぼ
す
影
響
と

現
下
の
厳
し
い
経
済
事
情
を
考
え
あ
わ
せ

ま
す
と
、こ
れ
以
上
の
納
付
金
の
ご
負
担
を

お
願
い
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、

募
金
組
織
体
制
を
整
え
る
な
ど
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、将
来
を
見
据
え
た
確
固
た
る
財

政
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
�

　
個
性
豊
か
で
特
色
あ
る
新
し
い
教
育
・
研

究
の
創
出
を
目
指
す
本
学
園
は
、二
十
一
世

紀
に
お
い
て
、「
共
働
互
助
」
と
い
う
学
園
創

立
者
の
考
え
を
旨
と
し
て
、い
つ
の
時
代
に

も
変
わ
ら
ぬ
社
会
的
使
命
を
果
た
す
べ
く
、

つ
ね
に
健
全
な
学
園
運
営
に
専
念
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
�

　
理
事
長
の
大
任
を
仰
せ
つ
か
っ
て
か
ら
、一

カ
年
に
も
満
た
な
い
経
験
で
は
あ
り
ま
す
が
、

甲
南
フ
ァ
ン
・
甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め

と
し
た
皆
さ
ま
の
学
園
へ
の
大
い
な
る
期
待

に
応
え
る
運
営
こ
そ
が
、本
学
園
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
ま
す
。
�

　
最
後
に
、皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、二
十
一
世
紀
を
本

学
園
の
さ
ら
な
る
発
展
の
世
紀
に
す
る
た

め
の
礎
を
、い
ま
、構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、重
ね
て
関

係
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

特
集
�

甲友の皆さまへ�

5

二
十
一
世
紀
を
甲
南
学
園
の
�

さ
ら
な
る
発
展
の
世
紀
に
�

理
事
長
　
池
上 

吉
藏
�

2
0
0
2
年
5
月
発
行
の
本
誌
「
甲
南
Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
」
甲
友
統
合
記
念
号
統
合
特
別
編
の
池
上
理
事
長
と
　
沢
学
長
の
ト
ッ
プ
対
談
で
、甲
南
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
い

え
ば
、人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
が
得
意
と
い
う
学
長
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。開
学
以
来
の
リ
ベ
ラ
ル
な
校
風
の
せ
い
か
、在
学
生
、卒
業

生
に
限
ら
ず
、甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ま
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
他
人
と
連
携
し
、巧
み
に
人
脈
を
築
い
て
い
く
よ
う
で
す
。�

今
回
の
特
集
は
、甲
南
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
取
り
上
げ
ま
す
。甲
南
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
広
が
る
交
流
、そ
こ
に
は
、友
だ
ち
、同
僚
、家
族
、先

輩
と
後
輩
、教
え
る
者
と
学
ぶ
者
、ま
た
、総
合
定
期
戦
の
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
学
習
院
大
学
を
も
巻
き
込
ん
だ
関
係
ま
で
あ
り
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、ほ
ん

の
一
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、こ
の
よ
う
な
素
敵
な
甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。ま
た
、自
身
が
甲
南
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
池
上

吉
藏
理
事
長
か
ら
、今
後
も
甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
さ
ら
に
拡
充
す
る
こ
と
を
願
い
、皆
さ
ま
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。�



合
同
O
B
・
O
G
会
を
行
う
な
ど
、�

密
接
な
両
校
の
絆
を
ル
ポ
�

取材をお受けくださった、コクヨの皆さん�

株式会社ネットコクヨ�
専務取締役�
井上　誠さん�
甲南大学 ’77年卒�

コクヨオフィスシステム株式会社�
営業開発部 課長�
早川 嘉洋さん�
甲南大学 ’89年卒�

コクヨ株式会社�
秘書課長�
高森 邦彦さん�
学習院大学 ’79年卒�

法学部経営法学科�
4年次　岸本 和可子さん�

法学部経営法学科�
4年次　藤本 亜矢子さん�

コクヨ株式会社�
スタンダードST事業部�
及川 美穂さん�
学習院大学 2000年卒�

か
つ
て
の
ラ
イ
バ
ル
は
、今
日
の
友
！
�

コ
ク
ヨ
に
見
る
学
習
院
生
と
の
団
結
�

特ダネ�1 甲南卒業生 ＆ 学習院卒業生�

　
甲
南
大
学
が
、学
習
院
大
学
と
毎
年
、体
育
会

を
中
心
と
し
た
ク
ラ
ブ
同
士
の
総
合
定
期
戦
を

行
っ
て
い
る
こ
と
は
、多
く
の
方
が
ご
存
じ
の
こ

と
で
し
ょ
う
。
今
年
で
47
年
目
を
迎
え
る
こ
の
行

事
は
、校
風
、歴
史
、学
生
の
気
質
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
共
通
点
を
持
つ
両
校
が
お
互
い
に
交
流
を

深
め
る
目
的
で
、一
部
の
運
動
部
同
士
の
交
流
試

合
を
設
け
た
の
が
始
ま
り
。こ
の
動
き
が
や
が
て

多
く
の
運
動
部
に
広
が
り
、い
ま
で
は
文
化
会
で

の
交
流
も
行
わ
れ
る
な
ど
、大
学
の
一
大
行
事
と

し
て
発
展
。
互
い
の
学
生
と
密
接
に
交
流
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
し
か
し
、こ
こ
で
培
わ
れ
た
絆
は
、ク
ラ
ブ
を
、

そ
し
て
大
学
を
卒
業
す
れ
ば
、そ
れ
で
終
わ
り

な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
い
て

い
た
と
こ
ろ
、コ
ク
ヨ
グ
ル
ー
プ
の
方
々
よ
り
、同

社
で
は
甲
南
卒
と
学
習
院
卒
が
合
同
で
新
年
会

を
開
く
な
ど
、密
接
に
交
流
を
持
ち
続
け
て
い

る
と
い
う
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
早
速
、事
の
い
き
さ
つ
を
お
う
か
が
い
す
る

こ
と
に
。
ち
ょ
う
ど
企
業
へ
の
内
定
が
決
ま
り
、

社
会
で
の
甲
南
生
の
あ
り
方
に
興
味
が
あ
る
法

学
部
4
年
次
の
岸
本
さ
ん
、藤
本
さ
ん
に
、学
生

記
者
と
し
て
東
京
に
あ
る
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
の

品
川
オ
フ
ィ
ス
へ
と
駆
け
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
�

�藤
本
　
今
日
は
、突
然
の
取
材
を
お
受
け
く
だ

さ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
で
す
が
、

甲
南
出
身
者
と
学
習
院
出
身
者
が
合
同
で
新
年

会
を
開
か
れ
た
と
い
う
の
は
、ど
う
い
う
経
緯
か

ら
だ
っ
た
の
で
す
か
。
�

早
川
　
実
は
、私
が
準
硬
式
野
球
部
の
所
属
で

し
た
か
ら
、就
職
し
て
か
ら
も
社
内
で
学
習
院
対

甲
南
の
試
合
を
し
て
い
ま
し
て
ね
。
そ
れ
を
学
習

院
卒
の
私
の
上
司
が
知
っ
て
、も
っ
と
交
流
の
輪

を
広
げ
て
み
よ
う
と
な
っ
た
の
が
そ
も
そ
も
の

き
っ
か
け
だ
っ
た
ん
で
す
。
�

岸
本
　
新
年
会
の
場
で
、具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ

と
を
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
�

及
川
　
集
ま
っ
て
飲
む
だ
け
で
な
く
、お
互
い
の

大
学
の
案
内
誌
を
取
り
寄
せ
て
回
覧
し
た
り
、

学
園
歌
を
斉
唱
し
た
り
、両
校
の
エ
ー
ル
を
切
っ

た
り
…
と
い
う
感
じ
で
す
。こ
れ
が
思
っ
て
い
た

以
上
に
盛
り
上
が
り
ま
し
て
。
普
段
の
上
司
と

部
下
の
間
柄
な
ど
通
り
越
し
て
、集
ま
っ
た
37
人

と
も
、学
生
に
戻
っ
た
よ
う
に
楽
し
み
ま
し
た
。
�

高
森
　
そ
う
そ
う
。
こ
の
37
人
と
い
う
人
数
に

も
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
�

藤
本
　
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
�

高
森
　
実
は
、開
催
前
に
ど
っ
ち
が
多
く
集
め
ら

れ
る
か
を
競
っ
て
い
ま
し
て
ね
。
ふ
た
を
開
け
て

み
れ
ば
、甲
南
が
18
名
、学
習
院
が
19
名
！
�

早
川
　
た
だ
し
、仕
事
が
片
づ
か
ず
、来
ら
れ
な

か
っ
た
甲
南
出
身
者
に
聞
い
て
み
る
と
、そ
の
仕

事
を
彼
に
任
せ
た
の
が
、実
は
、出
席
し
て
い
た

学
習
院
の
上
司（
笑
）。
だ
か
ら
結
局
、痛
み
分
け

私たちが
取材します

！�

合同新年会記念写真。集まってみると「この方が甲南だったの!?」、�
「キミは学習院っぽくないねえ」など、驚きの声もずい分あがったとか。�

集
ま
れ
！
甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
�

つながる! KONANネットワーク�

甲南のネットワーク力について、藤本、岸本両記者がコメント！�

取
材
中
、会
話
の
雰
囲
気
に�

す
っ
か
り
馴
染
ん
で
い
る�

自
分
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。�

私
も
や
っ
ぱ
り
甲
南
生
で
す
。�

年
齢
も
、立
場
も
、学
校
も�

違
う
人
た
ち
が
、こ
こ
ま
で�

打
ち
解
け
ら
れ
る
の
は
、�

素
直
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。�

う
人
で
も
、話
し
て
み
る
と
「
あ
あ
、こ
の
人
は

甲
南
生
か
な
」
と
わ
か
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
�

及
川
　
私
が
今
回
の
新
年
会
を
し
て
感
じ
た
の

は
、皆
さ
ん
が
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
。
会
を
設
け
る
に
あ
た
っ
て
欲
し

い
情
報
が
あ
っ
た
の
で
、甲
南
の
卒
業
生
一
人
に

尋
ね
た
ら
、芋
づ
る
式
に
い
ろ
ん
な
卒
業
生
が
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
て
。
正
直
、感
激
し
ま
し
た
。
�

藤
本
　
な
る
ほ
ど
。
今
日
は
甲
南
生
と
学
習
院

生
の
つ
な
が
り
の
深
さ
を
お
教
え
い
た
だ
い
た
だ

け
で
な
く
、自
分
た
ち
甲
南
生
を
客
観
的
に
考

え
る
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�

（
文
中
敬
称
略
）�

直
接
の
つ
な
が
り
は
な
い
わ
け
で
す
し
。
�

岸
本
　
な
の
に
、連
帯
感
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
と
。

そ
れ
は
面
白
い
で
す
ね
。
で
も
、ど
う
し
て
皆
さ

ん
が
そ
ん
な
感
覚
を
お
持
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
。
�

高
森
　
や
は
り
、校
風
が
似
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
よ
。
少
人
数
教
育
、そ
し
て
、英
国
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
を
模
し
た
建
築
。
そ
し
て
、校

歌
を
作
っ
た
人
も
同
じ
…
。
だ
か
ら
、根
本
的
な

波
長
が
合
う
ん
で
し
ょ
う
。
�

早
川
　
と
く
に
少
人
数
と
い
う
点
は
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
少
人
数
だ
か
ら
、一
人
ひ
と
り
に
目

が
届
き
、自
主
性
が
尊
重
し
て
も
ら
え
た
ん
で
す

よ
ね
。
僕
の
野
球
部
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
て

も
、大
人
数
で
軍
隊
の
よ
う
に
練
習
す
る
の
で
は

な
く
、自
分
た
ち
で
考
え
、自
由
に
で
き
ま
し
た
。
�

井
上
　
自
由
と
い
う
の
は
、自
分
で
や
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
だ

か
ら
、何
事
に
対
し
て
も
取
り
組
み
方
が
自
ず
と

主
体
的
に
な
っ
て
い
く
。
甲
南
と
学
習
院
の
出
身

者
は
、人
当
た
り
は
柔
ら
か
い
け
れ
ど
、自
分
で

物
事
を
考
え
、必
要
な
部
分
は
き
っ
ち
り
主
張
し

て
い
け
る
。
自
画
自
賛
で
は
な
い
で
す
が
、そ
れ

は
一
つ
の
優
れ
た
共
通
点
だ
と
思
い
ま
す
。
�

岸
本
　
そ
う
言
え
ば
、私
た
ち
も
ゼ
ミ
の
先
生

が
、す
ご
く
自
主
性
を
尊
重
し
て
接
し
て
く
だ

さ
る
ん
で
す
よ
。
何
だ
か
、皆
さ
ん
の
お
話
を
お

聞
き
し
て
、い
ま
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
甲
南
生

の
強
み
が
見
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
�

藤
本
　
最
後
に
も
う
一
つ
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、学
習
院
の
方
か
ら
見
る
と
、甲
南
生
っ
て
ど

ん
な
印
象
が
あ
り
ま
す
か
。
�

高
森
　
そ
う
で
す
ね
…
。
や
っ
ぱ
り
自
然
体
と
い

う
こ
と
か
な
。
甲
南
の
卒
業
生
の
方
に
は
共
通

し
て
そ
ん
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
会

に
し
た
ん
で
す
け
ど
。
�

岸
本
　
す
ご
い
！
社
会
人
な
ら
で
は
の
学
習
院

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
ね（
笑
）。
と

こ
ろ
で
御
社
で
は
、別
の
大
学
の
卒
業
生
同
士
が

グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
会
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
�

高
森
　
い
え
。
甲
南
と
学
習
院
以
外
に
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
こ
の
両
校
は
大
学

時
代
の
交
流
が
盛
ん
で
す
か
ら
特
別
な
ん
で
し

ょ
う
ね
。
�

及
川
　
私
は
同
期
が
少
な
い
の
で
す
が
、会
社
に

入
っ
て
「
学
習
院
卒
で
す
」
と
言
う
と
「
僕
、甲

南
だ
よ
」
と
名
乗
り
出
て
こ
ら
れ
る
先
輩
が
多

く
て
。
最
初
か
ら
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
お
互
い
性
格
も
知
ら
な
い
う
ち
か
ら
、連

帯
感
が
生
ま
れ
る
っ
て
ホ
ン
ト
不
思
議
で
す
。
�

井
上
　
僕
が
思
う
に
、こ
の
両
校
は
大
学
同
士
が

交
流
試
合
を
し
て
い
た
と
い
う
以
上
の
結
び
つ

き
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
も
そ
も
僕
な
ん
か

体
育
会
出
身
者
じ
ゃ
な
い
か
ら
、学
習
院
生
と
の

二人は、現在、法学部梅本ゼミに所属。梅本先生の勧めでディベートコンテストに出場するなど、
さまざまな活動に積極的にチャレンジしています。�
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憧
れ
の
先
輩
と
の
合
同
合
宿
�

部
全
体
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
�

世
界
的
な
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
る
�

先
生
か
ら
「
や
る
と
き
は
や
る
」
�

姿
勢
を
学
び
ま
し
た
�

甲南大学保健体育研究室�

専任講師　伊東 浩司先生�

ピップフジモト株式会社 所属�

新井 初佳さん�
’97年文学部卒�

競
技
者
と
し
て
、人
間
と
し
て
…
�

体
育
会
系
の
つ
な
が
り
か
ら
�

現
役
学
生
が
学
ぶ
も
の
と
は
？
�

特ダネ�2 陸上競技部のつながり�

甲南のネットワーク力について、�
福山記者がコメント！�

　日本の女子陸上短距離界のエースとして

活躍する新井先輩は、私にとってずっと以

前からの憧れの人。大学入学後、初めて試

合会場でお会いしたときに気さくに声をかけ

てくださって、そのときは「甲南に入ってよか

った」と舞い上がってしまいました（笑）。�

　その先輩が今年２月と８月の合宿に参加

してくださったんです。憧れの先輩と一緒に

練習できるというので、陸上競技部全体が

盛り上がって、いい雰囲気になりましたね。�

　新井先輩の練習への姿勢はものすごく

真剣。一流のアスリートは、集中力が違うん

だな、と感じ入る思いでした。でも、おちゃめ

な面もあって、補強運動をするときの先輩の

口ぐせは「女は腹筋よ」。確かに腹筋運動

も大事なんですが、なぜ先輩がそんなに腹

筋にこだわるのかよく聞いてみたら、セパレ

ートのウェアをカッコよく着るためなんだとか

（笑）。そんな女のコらしいところも先輩の

魅力。競技に対する厳しい姿勢と普段の明

るい性格、そのメリハリがすごいと思います。�

　新井先輩を目標にがんばって、私も先輩

のように後輩から頼りにされたい。そして、そ

うした甲南を通じてのつながりをずっと続け

ていけたらいいですね。�

’70年兵庫県生まれ。シドニー五
輪100ｍ・200ｍセミファイナリスト
となり、4×100ｍリレーの第２走者
としてチームを６位入賞に導く。富
士通（株）を経て、2001年から甲
南大学専任講師。100m10"00（日
本記録・アジア記録）200m20"16
（日本記録）保持者。� ’98～’02年の日本選手権で

５年連続女子100ｍ・200ｍ
の２冠に輝く。2002年釜山
アジア大会女子200ｍ６位。�

卒
業
生
と
在
学
生
、そ
し
て
指
導
者
…
。陸
上
競
技
部
に
お

け
る
「
甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
交
流
は
ど
ん
ど
ん
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
と
か
。そ
ん
な
陸
上
競
技
部
の
エ
ー
ス
、福
山
茜
さ

ん
に
、Ｏ
Ｇ
の
新
井
初
佳
さ
ん
、そ
し
て
女
子
部
監
督
・
伊
東

浩
司
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。�

経営学部経営学科�
2年次　福山　茜さん�

　「運動選手である前に、尊敬される人間で

あれ」というのが先生の信条。だから礼儀だ

とか、社会常識に関することには本当に厳し

いんです。だから陸上競技部全体としても「甲

南の名に恥じない行動をとろう」というよう

な気運がありますね。�

　競技に対しても真剣で、伊東先生がいる

練習はまるで別世界。先生がグラウンドに出

て来られるだけで、空気がピシッと引き締まり

ます。世界的なアスリートである先生に教え

ていただくことで、私たちの方でもいい意味

で緊張感を保ちながら練習に取り組んでい

ます。�

　でも、いったん競技を離れると、面白い先

生です。なんといっても関西人ですから（笑）。

先生も甲南大学に勤務することで地元に帰

ってこられて喜んでいらっしゃいます。指導者

同士のネットワークもすごくて、先生と私の

高校時代の恩師につながりがあったりする

んです。「伊東先生って、なんで私の気持ち

がこんなにわかるんだろう」と不思議に思っ

ていたら、実はそのルートでつつ抜けだった

んですね（笑）。�

　クラブの雰囲気が和気あいあいとしながら

も「やるときはやる」姿勢なのは、やはり伊

東先生のおかげ。これからも伊東先生を中

心に、競技者として、そして人間として、みん

なで成長していきたいですね。�

お
二
人
の
よ
う
な
一
流
ア
ス
リ
ー
ト�

と
の
つ
な
が
り
が
持
て
る
の
も�

甲
南
生
の
役
得（
笑
）。�

高
い
目
標
が
身
近
に
あ
る
こ
と
で
、�

部
全
体
の
士
気
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
！�

私がレポートします！�

甲南大学 六甲アイランド体育施設（陸上競技場）で�

体育会陸上競技部�
2002年 第13回 日本学生陸上競技種目別選手権大会　走高跳2位。�
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集まれ！甲友ファミリー�
つながる! KONANネットワーク�

揃
い
も
揃
っ
た
り
�

甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
！
�

一
族
で
5
学
部
制
覇
の
�

尾
高
フ
ァ
ミ
リ
ー
！！
�

特ダネ�3 親族5人で5学部制覇�

甲
友
の
な
か
に
は
、親
・
子
・
孫
と
三
世
代
が

甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い
う
の
も
珍
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。こ
こ
で
は
、娘
が
今
春
文
学
部
に
入

学
し
、な
ん
と
、親
族
5
人
で
5
学
部
制
覇
と

い
う
尾
高
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
。親
族
で
あ
り
、

先
輩
・
後
輩
で
も
あ
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
と
っ
て
、甲
南
の
ど
こ
に
魅
力
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。4
月
入
学
の
尾
高
玲

子
さ
ん
を
中
心
に
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
。�

“人”を育む甲南の校風なら�
子どもたちを安心して任せられる�

甲南を卒業してから30年余り。いま、労働災害防
止協会の分会長をしていますが、ゼミで研究してい
た「林業における労働災害」の研究知識が、製材
業に携わるうえで大きな糧となっています。あの頃
の甲南の学びはいまも確かに私の中で生きていま
すね。また自主性を重んじる甲南の気風も自然に
身についていて、子どもたちにも好きなところを選
ばせたが、進んで甲南大学を選びました。普段の
何気ない生活の中で、甲南スタイルがしっかりと子
どもたちにも伝わったようですね。母校が同じことで、
子どもたちとの会話も盛りあがります。�

尾高 一朗さん　’70年度卒�

親族が集まると、�
決まって甲南話�
そんな時間が何より楽しい�
生まれも育ちも芦屋の私にとって、
甲南大学は身近な存在。理系に進
みたかったので評判もよく、教育環
境も充実している甲南大学理学部
を選びました。在学中は、地下水や
海水の分析の研究に明け暮れる毎
日でしたね。いまは同窓会はもとより、
先輩でもある義姉と甲南のキャンパ
ス風景の変化や思い出を話すのが
結構楽しいです。�

朝井 孝治さん　’77年度卒�

従妹叔父（お父様の従妹の夫）／理学部� 叔母（お父様の従妹）／法学部�兄／経営学部� 父／経済学部�

クラブを通して深まる交流が、�
楽しみの一つとして続いています�

実は東京の大学へ進みたかったのですが、
両親が身近な大学進学を希望したこともあ
って甲南大学へ。在学当時は勉強もし、ス
ポーツ愛好同好会もエンジョイしました。そ
の頃の友人はいまも定期的に集まるほど仲
がいいですよ。オール甲南の集いにも久々
にみんなで集まって、たまたま通りがかった学
生に記念撮影のシャッターを押してもらいま
したが、とても気持ちよく引き受けてくれました。
いい雰囲気はあの頃と少しも変わっていませ
んね。甲南を選んでよかったと実感しています。�

浅井 富美さん　’77年度卒�

親であり、先輩でもある父に�
力強さを感じた。将来、自分の�
子どもにも甲南を勧めたい�

父から自然とにじみ出る自由な校風にも、
神戸にも憧れていました。高校から大
学にかけては、とくに父親とのコミュニ
ケーションは稀薄になりがちですよね。
だけど、僕の場合、父が甲南の先輩な
ので、普通以上に心強い存在となって
いる気がします。将来の不安を相談す
るなど、頼らせてもらうこともよくありまし
た。将来、自分の子どもにも甲南を勧
めたいと思いますね。�

尾高 淳一さん　’99年度卒�

幼い頃から身近に憧れていた甲南�
いまは、その喜びと充実感を毎日感じます�
受験ではほかの大学もいくつか受かったのですが、やは
り甲南に。選んだきっかけは、幼い頃から父や兄、親族
の話を耳にしてきて憧れがふくらんでいたから。それに
神戸というおしゃれな街にあるのも魅力でした。夢が叶
ったいまでは、留学生と交流できる外国コミュニケーショ
ンサークルにも所属。専攻は社会学科で、受け身では
ない勉強をしていきたいと思っています。�

尾高 玲子さん　社会学科1年次 在学�

　
自
分
の
家
族
の
紹
介
と
い
う
こ
と
で
、

少
し
照
れ
く
さ
い
の
で
す
が
、確
か
に
こ

れ
だ
け
甲
南
生
ば
か
り
の
一
族
も
珍
し
い

で
し
ょ
う
ね
。
と
く
に
普
通
の
家
庭
と
違

う
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、何
か
を
感
じ

る
の
は
父
や
兄
た
ち
と
話
す
ホ
ン
の
さ

さ
い
な
瞬
間
。
父
が
通
っ
て
い
た
旧
き
良

き
時
代
の
話
や
、兄
が
入
学
し
た
震
災

当
時
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
な
ど
、甲
南

の
お
か
げ
で
家
族
で
交
わ
す
話
題
が
尽

き
る
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。
親
族
も
、現

在
の
甲
南
大
学
の
変
化
に
興
味
津
々
の

よ
う
で
。
私
と
は
在
籍
し
て
い
た
時
代

も
学
部
も
違
う
け
れ
ど
、積
極
的
に
話

を
聞
き
、親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
同
じ
空
気
を

共
有
で
き
る
こ
の
結
び
つ
き
は
、こ
れ
か

ら
も
深
ま
り
つ
づ
け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
�

ご本人／文学部�

※2003年4月20日開催の大同窓会「オール甲南の集い」では、例えば、親・子・孫、夫婦と子ども、親と子ども二人、兄弟3人など甲南大学・高校・中
学校、さらに甲南女子、小学校、幼稚園どちらの卒業生であるか現役であるか問いません。一家に3人以上卒業生・現役がいるという方々で当日
ご参加される皆さまに記念品を進呈します。我こそ、甲友ファミリーと思われる方は、P25の詳細をお読みのうえ、アンケート用紙でお知らせください。�

甲南のネットワーク力について、�
尾高玲子記者がコメント！�
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集まれ！甲友ファミリー�
つながる! KONANネットワーク�

「アイルモレ・コタ」オーナー�

徳光 正子さん　’72年文学部卒�

※季節によりお料理内容は変更されます�

江戸時代から続く花外楼の創業者
の家に3人兄弟の長女として出生。
甲南大学を卒業後、家業を手伝う
ことに。父の病気を機に、本部企
画室を作り、新規事業として「アイ
ルモレ・コタ」を立ち上げるなど、経
営に参画。現在は5代目、花外楼
の女将を務める。�

アイルモレ・コタ�
所在地／大阪市中央区北浜1-1-19�
TEL／06-6203-4636�
営業時間／11：00～22：00�
定休日／日・祝（ただし、婚礼などは可）�
ホームページ／www.kagairo.co.jp/

を
や
り
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
尋
ね
ら
れ
ま
す
が
、

私
に
と
っ
て
は
、ど
ち
ら
の
店
も
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

は
全
く
同
じ
な
ん
で
す
よ
。
�

廣
庭
　
面
白
い
で
す
ね
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
。
�

徳
光
　
レ
ス
ト
ラ
ン
の
一
番
ピ
ュ
ア
な
役
割
っ
て
、い
ろ

ん
な
人
の
思
い
出
の
場
、心
の
集
い
の
場
で
あ
る
こ
と
だ

と
思
う
ん
で
す
よ
。「
花
外
楼
」
は
す
で
に
歴
史
が
あ
り
、

そ
う
し
た
支
持
を
い
た
だ
く
幸
運
な
店
で
す
が
、老
舗

っ
て
若
い
人
に
と
っ
て
は
入
り
づ
ら
い
部
分
も
あ
り
ま
す

よ
ね
。
で
す
か
ら
、よ
り
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
お
値
段
と
モ

ダ
ン
な
雰
囲
気
の
「
ア
イ
ル
モ
レ
・
コ
タ
」
で
、こ
れ
か
ら

の
時
代
を
担
う
人
た
ち
の
心
の
拠
り
所
を
作
り
た
い
と

考
え
た
わ
け
で
す
。
�

廣
庭
　
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。
ち
な
み
に
、「
ア
イ
ル

モ
レ
・
コ
タ
」
に
、「
花
外
楼
」
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の

っ
て
何
か
あ
り
ま
す
か
。
�

徳
光
　
そ
れ
ぞ
れ
違
う
店
で
す
が
、あ
え
て
言
え
ば
、 

”心
意
気

“。
例
え
ば
、パ
ン
職
人
さ
ん
に
言
う
ん
で
す
。

原
価
を
い
か
に
抑
え
る
か
じ
ゃ
な
く
、い
か
に
美
味
し
く

作
る
か
を
考
え
て
、と
。
�

廣
庭
　
中
途
半
端
は
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

立
派
な
お
考
え
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、「
ア
イ
ル
モ

レ
・
コ
タ
」
の
名
前
は
ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。
�

徳
光
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
「
水
辺
の
美
し
い
」
街
の

意
で
す
。
水
辺
に
立
つ
ビ
ル
を
小
さ
な
街
と
見
な
し
て

こ
の
名
前
を
つ
け
た
ん
で
す
。
�

廣
庭
　
そ
う
い
え
ば
、こ
こ
か
ら
は
水
の
都
と
言
わ
れ

る
大
阪
・
中
之
島
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
風
景
が
眺
め
ら

れ
ま
す
。ま
さ
に
ぴ
っ
た
り
の
名
前
で
す
ね
。
�

徳
光
　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、う
れ
し
い
で
す
ね
。
�

廣
庭
　
そ
れ
で
は
最
後
に
、甲
南
関
係
者
の
方
々
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

徳
光
　
甲
南
卒
業
生
の
印
象
は
、そ
れ
ぞ
れ
立
場
が
違

っ
て
も
、気
取
ら
ず
に
言
い
た
い
こ
と
を
言
い
合
え
る
人

た
ち
。
卒
業
後
、と
く
に
そ
の
気
質
の
良
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
お
近
く
に
来
ら
れ
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
、一
度

訪
ね
て
お
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
�（

文
中
敬
称
略
）�

３・４階にある日本料理のレストラン。
明治維新の元勲たちが集まった本
店花外楼にちなんで「以心（いしん）」
と名付けられています。四季折々に、
美しくヘルシーな日本料理の懐石を
楽しんでいただくことができます。�

唐土 勝太郎さん�

’68年経営学部卒�

所在地／大阪市中央区道頓堀1-9-19�
　　　　地下1階�
TEL／06-6213-8345�
営業時間／11：00～22：00�
定休日／28、29日（月により変更あり）�

鮨割烹 松竹座 八三郎�

落ち着いてゆったりとお召し上がりいた
だけるよう、店内は広く重厚な作り。10
人程度が集っていただける個室もありま
す。スタッフのイキの良さがお客さまを元
気にしてくれること間違いなし！�

田中 隆男さん�
’79年経済学部卒�

　　 たか子さん�
’78年法学部卒�

所在地／大阪市北区梅田1-1-3-B200�
　　　　（大阪駅前第3ビル地下2階）�
TEL／06-6442-4780�
営業時間／17：00～22：30�
定休日／日・祝・第3土曜日�

炭味家 えびす丸�

3年前にまき網漁業の仕事から飲食業
に変わりました。その関係で、全国各地
から新鮮な魚介類や干物を送ってもらっ
ています。大阪では食べられない珍しい
ものもあります。�

関　基久さん�

’80年経営学部卒�

所在地／大阪市北区兎我野町15-13ミユキビル1階�
TEL／06-6312-8958～9�
営業時間／17：00～翌1：00　無休�
eメール／kitajazz@hotmail.com�
http://www.mmjp.or.jp/live-info/�
                         shop/rhorse.html

ROYAL HORSE

’77年に本格的ジャズ・クラブとして開店。
国内外のトップアーティストが毎夜ライブ。
最高級オリーブオイルと15種の香草を使
った南イタリア料理を中心にワインも充実。
テーマは「ぜいたくすぎてもリーズナブル」。�

すしかっぽう　しょうちくざ　はちさぶろう�す　み　や�ロ イ ヤ ル  ホ ー ス � まる�

お好みにぎり 　750円�

すし懐石 4,000円�
すしコース（12ケ） 5,000円�

（大トロ、城下かれい　1ケ）�

本誌持参でお一人様につき�
生ビール1杯サービス！�

北海道厚岸のカキ　390円�
ニタリ鯨の刺身　780円�

銀だらのカマ塩焼　680円�

おすすめ�
メニュー�
�おすすめ�

メニュー�
�

ハッピーディナーセット3,000円→1,500円（税サ別）�
高級和牛ステーキディナーセット4,000円�
　　　　　　　→2,000円（税サ別）�

「こだわり」温泉玉子のカルボナーラ 1,300円�
挽き肉と「こだわり玉子」のお見事ピッツァ 1,000円�

ゴルゴンゾーラチーズのペンネ 1,600円�おすすめ�
メニュー�
�

本誌持参で�

本誌持参で�
ワンドリンクサービス！�
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グルメ・KONAN　大阪編�

料理研究家�

廣庭 由利子さん　’71年文学部卒�

湯木 尚治さん�

’92年経営学部卒�

甲友ネットを広げるチャンス！�
卒業生の営む飲食店を大紹介�

特ダネ�4 GOURMET KONAN

甲友のさまざまなつながりをご紹介した今回の特集、いかがでし

たでしょうか。最後は、読者の皆さまにそれぞれの甲友ネットワー

クを強めていただく一つの手段として、老舗料亭「花外楼」の女

将、徳光正子さんによる新感覚レストラン「アイルモレ・コタ」を

はじめ、現在、卒業生が経営されている飲食店をご紹介します。

どうぞ気軽に訪れ、甲友のネットワークを広げてください。�

大学卒業後に訪れたフランスで、
本場のフレンチに感激し、独学でフ
ランス料理を研究。雑誌「神戸から
の手紙」を皮切りに、サンTV「金曜
いきいきタイム」や新聞でも料理を
紹介する。現在も年数回は渡仏し、
料理文化の研究に努める。�

　
中
之
島
の
川
面
に
佇
む
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
っ
放
し

の
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ビ
ル
、「
ア
イ
ル
モ
レ
・
コ
タ
」
。
1

階
は
、ベ
ー
カ
リ
ー
、2
階
は
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
、3
・

4
階
は
日
本
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、5
階
は
パ
ー
テ
ィ
フ

ロ
ア
…
と
、多
目
的
な
こ
の
空
間
は
、甲
南
大
学
O
G
で

あ
り
、江
戸
時
代
か
ら
大
阪
北
浜
に
続
く
老
舗
「
花
外

楼
」
の
女
将
で
も
あ
る
、徳
光
正
子
さ
ん
の
お
店
で
す
。

こ
こ
で
は
、同
じ
く
甲
南
大
学
O
G
で
、料
理
研
究
家
の

廣
庭
由
利
子
さ
ん
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に
、こ
の
お
店
を

訪
問
。
徳
光
さ
ん
が
こ
の
店
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
、そ
こ

に
込
め
ら
れ
た
こ
だ
わ
り
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
�

�廣
庭
　
「
花
外
楼
」
と
言
え
ば
、木
戸
孝
允
か
ら
名
前

を
も
ら
っ
た
と
い
う
く
ら
い
由
緒
あ
る
老
舗
。
そ
の
女

将
、徳
光
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
お
店
と
聞
い
た
の
で
、こ

の
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
に
は
正
直
、驚
き
ま
し
た
。
ど
う

し
て
こ
れ
ほ
ど
違
う
お
店
に
さ
れ
た
の
で
す
か
。
�

徳
光
　
よ
く
、古
い
店
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、新
し
い
店
�

老
舗
の
心
意
気
を
色
濃
く
受
け
継
ぐ
�

創
作
フ
レ
ン
チ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
�

私が取材します！�

所在地／大阪市中央区西心斎橋1-4-3 心斎橋OPA10階�

TEL／06-6258-3700�

営業時間／11：00～14：30・17：00～21：00

　 兆　心斎橋店�

心斎橋に直結した好ロケーションの中、
　兆の味とサービスをお気軽にお手軽
にお楽しみいただけます。各種個室もご
用意しております。�

梶木 剛さん�

’64年経営学部卒�

所在地／大阪市北区曽根崎新地2-3-21�
　　　　axビル3階�
TEL／06-6346-0147�
営業時間／11：00～15：00・17：00～22：00�
定休日／盆、正月と祝日の夜�
http://www.pure.ne.jp/̃k-zuien/index.htm/

北 瑞 苑�

伝統の日本料理に多少の新しい物を取
り入れた本格日本料理。個室は全室掘
りこたつ式で、ご接待、お祝い、ご法事な
どに最適のお店です。�

天婦羅点心　3,800円�
雪懐石　8,000円�

接待用福寿懐石 12,000円�

石焼点心　5,000円　�
おまかせ懐石 10,000円～�

小倉 宏之さん�

’75年経営学部卒�

所在地／大阪市北区中之島5-3-68�
　　　　リーガロイヤルホテル地下1階�
TEL／06-6446-0012（直通）�
営業時間／11：00～21：30　無休�
http://www.sushiman.co.jp

すし萬�

伝統の大阪すしをはじめ、にぎりすし・ち
らしすしとさまざまなおすしをご堪能いた
だけます。従来のメインカウンター・テー
ブル席に加え個室カウンター・掘り座卓
とより目的に合った食空間を提供いた
します。�

きっ ちょう�きたずいえん �まん �

本誌持参でワンドリンク�
（生ビール・ソフトドリンク・グラスワイン）�

サービス！� 本誌持参で�
ワンドリンク�
サービス！�リーガロイヤルホテル店�

大阪すし 盛合わせ 2,300円�
創作にぎりコース 5,000円　おもてなしコース 8,000円�

昼�
夜�

おすすめ�
メニュー�
�

おすすめ�
メニュー�
�

おすすめ�
メニュー�
�

本誌持参で�
ワンドリンク�
サービス！�
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微細藻類や原生生物が主な研究対象。野外で採
集を行い、光学顕微鏡や電子顕微鏡を用いて観察。
38億年にわたる進化によって多様化した生物の進
化系統を解明し、全体像の把握を目指す。�

ようこそ！知のテーマパークへ�

海
水
採
集
か
ら
知
る
、�

何
万
も
の
微
生
物
の
存
在�

発
見
に
感
動
す
る
だ
け
で
な
く
、�

一
歩
先
ま
で
踏
み
込
む
洞
察
が
大
切�

ひ
と
す
く
い
の
海
水
か
ら
、�

数
十
億
年
も
の
生
物
史
を
読
む
!?
�

理工学部生物学科�
本多 大輔 講師�

微生物学・系統分類学実験及び演習�

　
私
た
ち
は
、と
か
く
人
間
こ
そ
中
心
的
な
生
物
と
考
え

が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
実
の
と
こ
ろ
、生
物
学
の
観
点
か
ら

見
れ
ば
、私
た
ち
は
、無
数
に
あ
る
生
物
の
系
統
樹
の
な
か

の
一
つ
を
た
ど
っ
て
進
化
し
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
ラ
イ
ン
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、お
の
ず
と
突
き
当
た
る
の

が
、種
の
起
源
と
も
言
え
る
単
細
胞
の
微
生
物
た
ち
だ
。
本

多
先
生
の
「
微
生
物
学
・
系
統
分
類
学
実
験
及
び
演
習
」
は
、

ミ
ク
ロ
の
世
界
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
進
化
系
統
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
の
が
目
的
。
�

　
10
日
間
の
実
験
は
、ま
ず
、研
究
対
象
の
生
物
を
野
外
か

ら
採
集
し
て
く
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。二
班
に
分
か
れ
た

学
生
の
う
ち
、第
一
班
の
グ
ル
ー
プ
が
向
か
っ
た
の
は
、六
甲

ア
イ
ラ
ン
ド
。
海
に
棲
む
微
生
物
を
採
集
す
る
た
め
だ
。
�

　
「
海
中
の
微
生
物
は
、生
物
の
ル
ー
ツ
を
知
る
う
え
で
と

て
も
重
要
な
存
在
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
に
は
、約
38
億
年
前

に
初
め
て
こ
の
地
球
上
に
誕
生
し
た
と
言
わ
れ
る
原
核
生

物
を
は
じ
め
、20
億
年
前
に
生
ま
れ
て
非
常
に
多
様
化
し
て

き
た
単
細
胞
真
核
生
物
が
、は
る
か
太
古
か
ら
ほ
と
ん
ど
形

態
を
変
え
ず
に
生
き
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、い
わ
ば
 

”生
き
た
化
石

“が
多
い
の
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、我
々

動
物
な
ん
て
、魚
類
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
た
か
だ
か
5
、6

億
年
前
に
現
れ
た
新
参
者
。
脈
々
と
続
く
生
物
の
歴
史
の

前
で
は
、な
ん
と
も
薄
っ
ぺ
ら
な
存
在
と
思
い
知
ら
さ
れ
る

で
し
ょ
う
」
�

　
先
生
の
言
葉
に
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
、学
生
た
ち
は
次
々

と
身
を
乗
り
出
し
た
。
ま
ず
深
度
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
表
層
水

を
20
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル（
1
ミ
リ
の
1
/
1
0
0
0
）の
穴

の
開
い
た
網
で
す
く
っ
て
み
る
。
続
い
て
2
、4
、6
、8
メ
ー

ト
ル
の
海
水
を
専
用
の
採
水
器
で
。
さ
ら
に
、単
細
胞
生
物

の
”タ

ネ
“で
あ
る
休
眠
細
胞
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
と

い
う
海
底
の
ド
ロ
も
採
集
し
た
。
�

　
こ
こ
で
は
ま
だ
顕
微
鏡
は
使
わ
な
い
が
、そ
の
一
滴
の
海

水
の
中
に
、数
千
、数
万
の
微
生
物
が
い
る
こ
と
は
確
か
。
本

多
先
生
は
、ガ
ラ
ス
容
器
に
付
着
さ
せ
た
水
滴
を
肉
眼
で
見

た
だ
け
で
、そ
の
中
に
あ
る
黒
い
点
や
細
い
線
が
だ
い
た
い
ど

の
よ
う
な
生
物
で
あ
る
か
を
判
別
で
き
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

「
ど
う
し
て
分
か
る
ん
で
す
か
!?
」
と
驚
く
学
生
た
ち
に
「
皆

さ
ん
も
、数
を
見
る
う
ち
に
な
ん
と
な
く
分
か
る
よ
う
に
な

り
ま
す
よ
。
そ
れ
に
、一
週
間
経
て
ば
ま
た
違
う
生
物
が
確

認
で
き
る
。
そ
の
日
の
水
温
や
海
流
に
よ
っ
て
、海
の
中
の
生

態
系
も
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
ん
で
す
」
と
、二
班
に
分
か

れ
て
、再
度
、同
じ
場
所
に
採
集
に
行
く
意
味
を
説
明
し
た
。
�

　
二
度
に
わ
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
終
え
る
と
、次
は
8

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、い
よ
い
よ
観
察
に
入
る
。
微
生
物

の
表
面
を
写
し
出
す
顕
微
鏡
と
、細
胞
の
中
身
を
切
片
で

観
る
顕
微
鏡
、二
つ
の
電
子
顕
微
鏡
を
使
っ
て
、わ
ず
か
10
分

の
1
ミ
リ
に
も
満
た
な
い
”謎

の
生
物

“た
ち
の
正
体
を
探

る
と
い
う
わ
け
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
、電
子
顕
微
鏡
に

触
れ
る
こ
と
さ
え
初
め
て
。
1
万
倍
か
ら
数
万
倍
も
の
拡
大

機
能
を
持
つ
専
門
機
器
を
前
に
、や
は
り
興
奮
は
隠
せ
な
い
。
�

　
「
肉
眼
で
見
る
と
ど
れ
も
小
さ
な
点
に
し
か
見
え
な
い
の

に
、実
は
細
長
い
の
や
星
形
の
も
の
。
ウ
ロ
コ
を
ビ
ッ
シ
リ
ま

と
っ
て
い
る
も
の
や
、異
様
に
長
い
鞭
毛
を
持
つ
も
の
な
ど
、

一
口
に
微
生
物
と
い
っ
て
も
、こ
ん
な
に
多
様
性
が
あ
る
ん
で

す
ね
！
」
�

　
思
わ
ず
歓
声
の
上
が
る
実
験
室
で
、本
多
先
生
は
、次
の

よ
う
に
言
っ
て
、さ
ら
に
そ
の
探
究
心
を
喚
起
し
た
。
�

　
「
知
ら
な
か
っ
た
世
界
を
知
り
、感
動
す
る
気
持
ち
は
、と

て
も
大
切
で
す
。
た
だ
、生
物
学
の
研
究
と
し
て
は
、驚
い
て

終
わ
り
で
は
な
く
、さ
ら
に
そ
の
一
歩
先
ま
で
踏
み
込
む
姿

誌
上
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
特
別
編
と
し
て
、今
回
は
、ゼ
ミ
で
は
な
い
が
、理
学
部
生
物
学
科
の
授
業
の
一
つ
を
紹
介
。�

肉
眼
で
は
認
識
で
き
な
い
微
生
物
の
世
界
に
迫
る
。そ
こ
に
は
、人
類
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
、多
種
多
様
な
命

が
生
存
し
て
い
る
こ
と
を
、あ
な
た
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？�

特別編�

べ
ん
も
う�

●講師からのメッセージ�
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講 師 は こ の 人 !

この授業の醍醐味は、学部生では普通、触らせてもらえ

ない電子顕微鏡を使えること。微生物を自分の目で見る

ことで、やはり、その世界にグッと引きつけられますね。僕

のグループが担当している「ミドリムシ・ユーグレナ群」も、

見れば見るほど興味が尽きない。その習性を探っていく

うちに、表面的にはまた違う形をしたトリパノソーマやボド

という病原菌の生物群と似ていることも発見し、「実は近

いグループなんだ」と気がつきました。いまはこのように、

系統学的に想像する面白さにハマっています。�

●単細胞真核藻類の微細構造と系
統進化�

●新たに認識された分解者、ラビリ
ンチュラ類の生態環境における
役割と系統分類�

●ラビリンチュラ類に感染するウイ
ルスのゲノム構造解析�

●養殖ノリに感染する壺状菌の正
体を探る�

●深海から採取された繊毛虫の系
統分類�

●バクテリアを捕食する鞭毛虫の
系統進化�

この授業に限らず、私がいちばん伝えたいのは、とに

かく「知りたい！」という欲求を全開にすること。知識

が増えれば増えるほど、勉強は楽しいものとなり、その

興味は雪だるま式に増えていきます。それでも、私たち

専門家も含めて、人間の知っていることなど、たかが

知れている。“生物マニア”と呼ばれるくらい集中して、

とことん調べ尽くして欲しい。その探究心こそが、結果

的にサイエンスの最先端を極めるのだと私は思います。

いま、うちの研究室にいる院生たちも、みんなこの実

習をきっかけに、まだまだ知りたいといって飛び込んで

きた面々。そういったモチベーションを常に持ち、いざ

チャンスというとき積極的に動き出す学生は、私だけ

でなく、生物学科全体でとことんサポートしますよ。�

本多ゼミでは�
こんな研究をしています�

「知りたい！」という欲求を大切に�
 貪欲な学生を、とことんサポートします�

A群とB群は実は近いんだ！ 新しい発見が�
面白く、院に進んでさらに研究したい�

受 講 生 の 証 言 �

右
／
自
分
た
ち
の
手
で
採
集
し
た
サ
ン
プ
ル
を
見
な
が
ら
、

満
足
そ
う
に
微
笑
む
受
講
生
た
ち
。フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
、

こ
の
実
習
で
得
ら
れ
る
貴
重
な
体
験
の
一
つ
だ
。�

左
／
深
度
2
メ
ー
ト
ル
以
上
の
海
水
は
、専
用
の
採
水
器

を
垂
直
に
下
ろ
し
、ゆ
っ
く
り
引
き
上
げ
て
採
集
。�

勢
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、い
ま
、い
ろ
ん
な
種
類
の

微
生
物
を
確
認
し
ま
し
た
が
、あ
な
た
方
は
、ま
だ
、そ
れ
ら

を
同
類
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、実
は
、

こ
れ
ら
は
生
物
学
的
に
ま
っ
た
く
別
の
系
統
に
属
す
る
生
物

な
ん
で
す
よ
。
人
間
と
ミ
ミ
ズ
を
比
べ
れ
ば
、ま
っ
た
く
違

う
生
き
物
と
思
い
が
ち
で
す
が
、細
胞
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、微

生
物
間
の
違
い
を
考
え
れ
ば
、実
は
見
分
け
が
つ
か
な
い
く

ら
い
そ
っ
く
り
。
そ
れ
に
対
し
、い
ま
の
顕
微
鏡
を
も
う
一
度

の
ぞ
い
て
ご
覧
な
さ
い
。
鞭
毛
や
細
胞
骨
格
、葉
緑
体
、ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
、細
胞
壁
、ウ
ロ
コ
と
い
っ
た
、い
ず
れ
も
細
胞
レ

ベ
ル
で
非
常
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、種
が
誕

生
し
た
年
代
や
系
統
も
人
間
と
ミ
ミ
ズ
の
何
倍
も
か
け
離

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
自
身
は
、こ
れ
ほ
ど

多
様
な
微
生
物
の
ど
の
系
統
か
ら
派
生
し
て
き
た
の
で
し
ょ

う
ね
。
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
み
る
と
、い
っ
そ
う
面
白
い
で

す
よ
」
�

　
最
終
日
に
は
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
担
当
し
て
い
る
微
生
物

に
つ
い
て
、そ
れ
が
ど
の
生
物
群
に
属
し
、色
や
形
、習
性
な

ど
、ど
ん
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
か
を
ま
と
め
て
発
表
。ほ
か

の
グ
ル
ー
プ
の
結
果
と
も
合
わ
せ
て
、共
通
点
や
相
違
点
な

ど
を
比
較
し
な
が
ら
、系
統
を
整
理
し
て
い
く
。一
度
根
本

に
立
ち
返
り
、私
た
ち
は
生
物
学
的
に
は
何
者
な
の
か
、改

め
て
自
分
自
身
の
存
在
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
。
そ
れ
が
、

本
多
先
生
の
狙
い
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
�

主な卒業論文・大学院の学位論文テーマ�

左／シャコ貝：大きく広げた外套膜に
共生する微細藻類が光合成で作る栄
養物によって生きている。�
右／　　　　　　　　  ：赤道付近
の外洋から採集された新種。高次分
類群も新設しピンギオ藻綱と名付けた。�

初めての電子顕微鏡で、数万倍に拡大された微生物を
確認。もちろん、その使い方や機能なども一から学んで
いく。�

理
学
部
生
物
学
科 

3
年
次
　
大
渕 

希
郷
さ
ん
�

ま
さ
と�

Phaeomonas  parva



甲
南
学
園
東
京
事
務
所�
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甲南�
キャンパス�
徹底ガイド�

甲南大学では、学生のキャンパスライフを充実させるため、さまざまな施設やシステムを用意しています

が、あまりに多岐にわたっているためか、なかにはあまり知られていないものもあるようです。今回はそん

な施設の一部を、普段から利用している現役学生に紹介してもらいました。�

パ
ソ
コ
ン
の
利
用
が
自
由
！
�

東
京
で
も
最
新
情
報
が
�

簡
単
に
収
集
で
き
ま
す
�

あなたはご存じでした？�
知る人ぞ知る甲南独自の充実施設�

　
甲
南
学
園
東
京
事
務
所
は
学
生
の
た

め
の
就
職
支
援
だ
け
で
な
く
、東
京
在

住
の
甲
南
学
園
同
窓
生
の
集
ま
り
、東

京
甲
南
会
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
実
施
な
ど

を
行
う
機
関
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、本
事
務
所
に
は
、甲
南

学
園
関
連
の
あ
ら
ゆ
る
資
料
が
ズ
ラ
リ
。

願
書
や
大
学
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
伝
え
る

広
報
誌
な
ど
の
資
料
を
、必
要
と
す
る
方
々

に
ご
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

首
都
圏
で
の
就
職
活
動
を
き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
�

遠
方
で
の
面
接
は
、�

と
く
に
不
安
な
も
の
�

就
職
個
別
相
談
が
心
強
い
�

　
甲
南
学
園
東
京
事
務
所
で
は
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能
な
パ
ソ
コ
ン
を
設

置
し
て
お
り
、訪
れ
た
学
生
や
甲
南
関
係

者
が
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
。こ

れ
に
よ
り
、各
種
就
職
サ
イ
ト
や
企
業
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
閲
覧
で
き
ま
す
。ま
た
、

大
学
で
登
録
さ
え
し
て
お
け
ば
、甲
南
大

学
独
自
の
就
職
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
、

約
一
万
社
か
ら
な
る
膨
大
な
企
業
の
求

人
情
報
な
ど
を
、東
京
で
も
手
軽
に
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

　
企
業
の
中
に
は
、首
都
圏
で
し
か

採
用
活
動
を
し
な
い
と
こ
ろ
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
、ど

う
し
て
も
行
き
た
い
と
思
っ
た
本

命
の
企
業
が
そ
う
で
し
た
か
ら
、結

構
、長
期
に
わ
た
っ
て
東
京
で
就
職

活
動
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
、ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
の
が
、甲
南
学
園
の
東
京
事
務
所
で
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
自
由
に
使
え
る
と
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
聞
い
て
い
た
の
で
、就
職
情
報
サ
イ
ト

を
閲
覧
す
る
目
的
で
訪
ね
ま
し
た
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
と
不
安
ま
じ
り
で
行
っ
た
の
で
す

が
、応
対
し
て
く
だ
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
、知
り
合
い
の
よ
う
に
親
身
で（
笑
）。
東
京

に
私
の
場
所
が
あ
る
と
い
う
印
象
で
し
た
。
設
備
と
し
て
も
、調
べ
る
だ
け
で
な
く
、情
報

を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
持
ち
帰
れ
る
の
で
、結
構
助
か
り
ま
し
た
ね
。
東
京
駅
か
ら
わ
ず

か
2
駅
と
い
う
好
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
し
、こ
れ
か
ら
東
京
で
就
職
活
動
を
行
う
人
も
、ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。�

　
い
く
ら
面
接
対
策
を
し
て
向
か
っ
た
と

し
て
も
、慣
れ
な
い
土
地
で
は
不
安
が
募

り
、う
ま
く
実
力
を
出
し
切
れ
な
い
こ
と

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、甲
南

学
園
東
京
事
務
所
を
訪
れ
る
と
、ス
タ
ッ

フ
3
名
が
、あ
な
た
の
不
安
や
悩
み
に
対

し
、き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
。
面
接
時
の

心
構
え
や
自
己
P
R
な
ど
を
最
終
チ
ェ

ッ
ク
で
き
ま
す
。
遠
慮
な
く
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
�

願
書
や
広
報
誌
を
は
じ
め
、�

大
学
関
連
の
資
料
が
、�

何
で
も
手
に
入
り
ま
す
�

甲
南
学
園
東
京
事
務
所
�

○
所
在
地
／
東
京
都
港
区
西
新
橋
�

　
1
‐
6
‐
13
柏
屋
ビ
ル
9
F
�

○
お
問
い
合
わ
せ
／
�

　
0
3
‐
3
5
9
1
‐
1
0
3
1
�

○
開
設
時
間
／
9
時
〜
17
時
�

（
月
〜
金
曜
日
、た
だ
し
祝
日
及
び
学
園
の

定
め
る
休
日
は
閉
室
し
ま
す
）�

ACCESS DATA

東
京
に
も
私
の
場
所
が
あ
る
�
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身
な
対
応
に
、就
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活
動
の
�

緊
張
が
解
け
ま
し
た
�
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サ
イ
バ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
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公
務
員
を
目
指
し
て
、「
地
方
上
級
試

験
」
の
勉
強
を
始
め
た
3
年
次
の
夏
休
み

前
、友
達
に
「
そ
れ
な
ら
サ
イ
バ
ー
ラ
イ
ブ

ラ
リ
の
資
格
試
験
学
習
室
が
集
中
で
き
て

い
い
よ
」
と
勧
め
ら
れ
て
、試
し
に
一
度
、借

り
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、こ
こ
は
一
人
ひ

と
り
の
ブ
ー
ス
が
完
全
に
独
立
し
て
い
て
す

ご
く
静
か
。
確
か
に
集
中
で
き
る
な
と
、そ
れ

か
ら
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。
�

　
家
だ
と
勉
強
を
始
め
て
も
、つ
い
テ
レ
ビ
を
見

て
し
ま
っ
た
り
し
て
ダ
ラ
け
る
け
ど
、こ
こ
に
い
る
と
き
は
「
い
ま
は

勉
強
時
間
！
」
と
ケ
ジ
メ
を
つ
け
ら
れ
、短
時
間
で
も
か
な
り
効
率

が
上
が
る
ん
で
す
ね
。
授
業
の
空
き
時
間
な
ど
に
来
て
、少
な
く
と

も
1
時
間
半
、夏
休
み
に
は
最
高
で
6
時
間
利
用
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
何
よ
り
、周
り
も
み
ん
な
真
剣
に
勉
強
し
て
い
る
人
た
ち

ば
か
り
だ
か
ら
、会
話
は
な
く
て
も
い
い
意
味
で
の
ラ
イ
バ
ル
心
が

刺
激
さ
れ
、僕
も
頑
張
る
ぞ
っ
て
燃
え
て
く
る
ん
で
す
。
受
付
ス
タ

ッ
フ
の
方
も
、入
退
室
の
と
き
「
今
日
も
頑
張
っ
て
ね
」「
お
疲
れ
さ

ま
」
な
ん
て
い
つ
も
一
言
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
、一
時
、中
だ
る
み
し

て
い
た
と
き
も
、そ
れ
で
や
る
気
が
戻
り
ま
し
た
。
6
月
か
ら
始
ま

る
本
試
験
に
向
け
て
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。
�

資
格
取
得
な
ど
の
自
主
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
�

経営学部経営学科�

3年次　松井 陽介さん�
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集
中
し
て
勉
強
す
る
な
ら
、�

「
資
格
試
験
学
習
室
」
�

 

日
・
祝
に
使
え
る
の
も
嬉
し
い
�

最
新
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を
手
軽
に
�

収
集
で
き
る
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
�

貴
重
！
D
V
D
も
見
ら
れ
ま
す
�

 

就
職
面
接
で
必
要
な
時
事
情
報
は
、�

「
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
」
で
チ
ェ
ッ
ク
！
�

　
社
会
人
に
必
須
の
知
識
と
し
て
、就
職

面
接
時
に
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
時

事
ネ
タ
は
、サ
イ
バ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
「
雑

誌
コ
ー
ナ
ー
」
で
チ
ェ
ッ
ク
。ニ
ュ
ー
ス
週
刊

誌
「
A
E
R
A
」
や
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
誌
「
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
」
、世
界
史
の
激
変
を
読
み

解
く
「
S
A
P
I
O
」
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
雑
誌
を
取
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
か
ら
、見
出
し
を
眺
め
る
だ
け
で
も
、

社
会
情
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

5
号
館
3
階
サ
イ
バ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
�

○
お
問
い
合
わ
せ
／
�

　
0
7
8
‐
4
3
1
‐
4
3
4
1（
代
表
）�

○
開
室
時
間
／
�

　
月
〜
土
曜
日
　
9
時
〜
21
時
�

　
日
曜
日
、祝
日
　
9
時
〜
17
時
�

○
卒
業
生
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

図
書
館
・
サ
イ
バ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
利

用
証
を
図
書
館
で
申
し
込
ん
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
�

勉強時間のケジメがつき、�
短期集中で頑張れる�

効率もグンと上がりました�

 

授
業
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
、�

「
日
経
テ
レ
コ
ン
21
」
を
活
用
�

　
資
格
試
験
合
格
を
目
指
す
人
が
周
り

を
気
に
せ
ず
集
中
し
て
勉
強
で
き
る
よ
う
、

個
人
用
自
習
ス
ペ
ー
ス
を
全
部
で
16
ブ
ー

ス
用
意
し
て
い
ま
す
。
受
付
で
申
し
込
む

と
部
屋
の
キ
ー
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

2
時
間
の
間
、自
分
だ
け
の
空
間
と
し
て

自
由
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い（
延
長
可
）。

ま
た
、日
曜
・
祝
日
も
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、

卒
業
生
の
方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
�

　
そ
の
ほ
か
、気
軽
に
利
用
で
き
る
閲
覧

席
も
1
0
4
席
用
意
。
貸
出
用
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で

き
ま
す
。
�

　
サ
イ
バ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
内
の
パ
ソ
コ
ン

で
は
、日
本
経
済
新
聞
社
が
提
供
し
て
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
サ
ー
ビ
ス
、「
日
経
テ

レ
コ
ン
21
」
を
は
じ
め
、各
種
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
。
例
え
ば
、

関
心
の
あ
る
言
葉
を
入
力
す
れ
ば
、日
経

や
朝
日
な
ど
の
新
聞
か
ら
関
連
の
あ
る

記
事
を
一
瞬
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
。
�

　
ま
た
、C
D
‐
R
O
M
や
D
V
D
な
ど

の
教
材
も
充
実
し
て
お
り
、も
ち
ろ
ん
閲

覧
は
自
由
。
過
去
に
わ
た
っ
て
裁
判
の
判

例
を
調
べ
る
な
ど
の
学
習
に
利
用
で
き

ま
す
。
�
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世�界�と�つ�な�が�る�！�

ニューヨーク甲南会が、今年10周年を迎えました。ここでは、世界に広がる�
甲南ネットワークの一端として、9月21日に行われた記念行事の様子をお知らせします。�

祝！ 

席
者
は
、日
本
ク
ラ
ブ
総
料
理
長
の
特
別
メ
ニ
ュ

ー
を
堪
能
し
ま
し
た
。
ま
た
、メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は

ラ
ッ
フ
ル（
く
じ
引
き
）。
池
上
理
事
長
が
お
祝
品

と
し
て
持
参
し
た
日
本
製
ク
リ
ス
タ
ル
カ
ッ
ト
グ

ラ
ス
「
江
戸
切
子
」
数
点
を
目
玉
に
、サ
ロ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
の
ピ
ア
ノ
奏
者
、カ
ン
氏
ご
夫
妻
の
ピ
ア
ノ

デ
ュ
エ
ッ
ト
を
収
録
し
た
C
D
10
数
枚
な
ど
、ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
甲
南
会
へ
寄
贈
さ
れ
た
グ
ッ
ズ
を
景
品

と
し
て
提
供
し
ま
し
た
。
当
た
っ
た
人
は
自
己
紹

介
と
近
況
報
告
を
行
う
ル
ー
ル
で
す
が
、実
は
こ

の
く
じ
引
き
、ほ
と
ん
ど
の
方
に
当
た
る
趣
向
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
甲
南
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
甲
南

出
身
者
や
甲
南
女
子
学
園
出
身
者
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
う
で
な
い
方
々
も
お
互
い
に
親
睦
を
深
め
る
よ

い
機
会
と
な
り
、祝
賀
晩
餐
会
は
終
始
に
ぎ
や
か

な
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
�

　
後
日
談
と
し
て
、10
月
10
日
に
は
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
ク
ラ
ブ
を
借
り
切
っ
て
行

わ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
甲
南
会
10
周
年
記
念
行
事
。

会
長
の
柳
下
宇
一
さ
ん（
1
9
5
9
年
経
済
卒
）

を
中
心
と
し
て
催
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

現
地
で
生
活
す
る
多
数
の
同
窓
生
の
ほ
か
、甲
南

学
園
か
ら
は
池
上
吉
藏
理
事
長
が
来
賓
と
し
て

参
加
し
、記
念
す
べ
き
日
を
と
も
に
祝
い
ま
し
た
。
�

　
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
き
く
二
つ
。一
つ
は
、

会
員
だ
け
で
な
く
、一
般
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
に

も
広
く
開
放
す
る
形
で
開
催
さ
れ
た
サ
ロ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
。
会
員
の
加
野
稔
さ
ん（
1
9
6
0
年
甲

南
中
学
卒
）の
企
画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
り
、氏

の
令
夫
人
で
、現
地
で
活
躍
中
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
田
中
景
子
さ
ん
と
チ
ェ
リ
ス
ト
の
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
・
ズ
ロ
ト
キ
ン
氏
、ピ
ア
ニ
ス
ト
の
エ
リ
・
カ
ン

氏
に
よ
る
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
午
後
」
で
す
。こ
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
本
拠
と
す
る
著
名
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
の
、ト
ー
ク
を
交
え
た
三
重
奏
に
は
80

名
余
り
が
集
い
、フ
ォ
ス
タ
ー
作
「
金
髪
の
ジ
ェ
ニ

ー
」
な
ど
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、演

奏
終
了
後
は
、観
客
と
奏
者
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

歓
談
す
る
な
ど
、自
由
で
和
や
か
な
甲
南
ら
し
い

雰
囲
気
に
。ハ
イ
ラ
イ
ト
は
甲
南
学
園
が
生
ん
だ

天
才
作
曲
家
、貴
志
康
一
さ
ん
の
作
品
「
竹
取
物

語
」「
龍
」
な
ど
が
演
奏
さ
れ
、大
い
に
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。「
竹
取
物
語
」
は
湯
川
秀
樹

博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
折
、そ
の
祝
賀
会
で

演
奏
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

日
本
を
代
表
す
る
名
曲
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、ア
ン
コ
ー
ル
で
は
9
月
11
日
の
同
時
多

発
テ
ロ
の
鎮
魂
歌
と
し
て
「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ 

グ
レ

ー
ス
」
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ロ
が
。
心
に
し
み
る
そ

の
音
色
に
、観
客
の
中
に
は
、思
わ
ず
涙
ぐ
む
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。コ
ン
サ
ー
ト
の
収
支
余
剰
金

5
0
0
ド
ル
は
、9
・
11
レ
リ
ー
フ
基
金
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
�

　
こ
の
日
行
わ
れ
た
も
う
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、会

員
を
中
心
と
す
る
祝
賀
晩
餐
会
。
30
数
名
の
出
�

ニューヨーク甲南会創立10周年記念行事�

世界の甲南会連絡先一覧�

18

ク
甲
南
会
幹
事
長
の
松
浦
正
裕
さ
ん（
1
9
6
7

年
経
営
卒
）が
甲
南
学
園
か
ら
の
支
援
に
対
す
る

返
礼
を
か
ね
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
。ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
立
大
学
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校
へ
の
留
学
を
必

修
と
し
て
い
る
E
B
A
総
合
コ
ー
ス
の
学
生
た
ち

に
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
英
語
で

講
義
さ
れ
、終
了
後
は
学
生
の
質
問
に
わ
か
り
や

す
く
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

E
B
A
の
学
生
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
留
学
し
て
い

る
間
、現
地
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
受
け
て
く
だ

さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
�

EBA総合コースのクラスで講義を行う、ニューヨーク甲
南会松浦幹事長�

アメリカ、イギリス、フランスなどの協定大学から、今年も交換

留学生35名が甲南大学へ。すでに今年1月から学習を開始し

ているオセアニア圏の留学生1名とあわせて36名になりました。

自治会国際交流委員会（IEC）では、彼らを歓迎し、10月18日

午後6時から、平生記念セミナーハウスにてウェルカムパーテ

ィを開催。目玉は新しく来た留学生の紹介と彼らとの交流。み

んなで仮装するのもウェルカムパーティ恒例のお楽しみとなっ

ています。留学生たちはこの歓迎イベントを通して、甲南大学

の学生との絆を深めました。�

ようこそ甲南大学へ！�
ウェルカムパーティ開催�

ニューヨーク甲南会　会長／柳下 宇一さん（大経34）�
C/O MARK 2000 INTERNATIONAL L.L.C 216�
MAMARONECK ROAD. SCARSDALE N.Y. 10583 U.S.A.�
TEL 914-725-4492    FAX 914-723-6103�

ロスアンゼルス甲南会　会長／深田 博秀さん（大経40）�
Mr.FUKADA 1951 WEST 232ND STREET�
TORRANCE CA.90501 U.S.A.�
TEL 310-534-5050    FAX 310-530-7916�

シンガポール甲南会　会長／中江　均さん（大営43）�
Mr.INUKAI C/O AKEBONO-OKAYA （S）PTE LTD�
54 Lpyang Way, SINGAPORE 508747�
TEL 65-542-0605    FAX 65-542-0609�

バンコク甲南会　会長／富永 勇三さん（大理37）�
Mr.KOTANI PACIFIC&ORIENT CO.LTD�
NO.7 BUSH LANE BANGKOK THAILAND�
TEL 662-234-9990    FAX 662-236-6572�

シドニー甲南会　会長／坪光 康尭さん（大経46）�
Mr.YAMAGUCHI NIHON BRAIN CENTER AUSTRALIA Pty Ltd�
SUITE 401, 301 GEORGE STR.�
SYDNEY NSW 2000 AUSTRALIA�
TEL 612-9262-5444    FAX 612-9262-5454

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
中
西
教
授
も
、�

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
甲
南
会
の
メ
ン
バ
ー�

クローズアップ�

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
甲
南
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
、い
つ

も
手
品
を
披
露
し
て
く
だ
さ
る
名
物
会
員
の

中
西
香
爾
教
授（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
化
学
科
教

授
）は
、1
9
3
8
年
か
ら
6
年
間
、旧
制
甲
南

高
校
で
学
ば
れ
ま
し
た
。
教
授
は
こ
れ
ま
で
の

天
然
物
有
機
化
学
の
研
究
業
績
に
よ
り
、30

以
上
の
国
際
的
学
術
賞
を
受
賞
し
、1
9
9
9

年
に
は
、文
化
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
教

授
の
研
究
は
、昆
虫
脱
皮
ホ
ル
モ
ン
や
赤
潮
毒

な
ど
の
生
理
活
性
天
然
物
の
構
造
決
定
や
解

明
、視
覚
の
研
究
、世
界
に
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
銀
杏
の
成
分
と
記
憶
と
の
関
連
な
ど
実

に
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。
教
授
に
よ
り
構

造
決
定
さ
れ
た
化
合
物
は
1
8
0
種
に
も
お

よ
び
ま
す
。
教
授
は
、甲
南
高
校
時
代
を
振
り

返
り
、「
日
本
中
に
軍
国
主
義
が
猛
威
を
振
る

う
中
、リ
ベ
ラ
ル
な
甲
南
に
い
た
こ
と
に
よ
っ
て

計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
受
け
ま
し
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
高
名
な
教
授
と
い
う
と
、堅

い
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
し
が
ち
で
す
が
、教
授
は
、

明
る
く
、茶
目
っ
気
の
多
い
お
人
柄
。
四
十
年

前
に
始
め
た
手
品
は
プ
ロ
顔
負
け
の
腕
前
に
。

国
際
学
会
で
も
”ナ
カ
ニ
シ
・
マ
ジ
ッ
ク
“を
知

ら
な
い
化
学
者
は
い
な
い
と
か
。
教
授
の
も
と

で
学
ん
だ
学
生
、博
士
研
究
員
は
4
0
0
名
を

超
え
ま
す
。
今
年
喜
寿
を
迎
え
た
教
授
は
、定

年
制
の
な
い
米
国
で
、い
ま
も
偉
大
な
研
究
者
、

教
育
者
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。
�

中西 香爾（なかにし こうじ）�
●1925年香港生まれ。リヨン、
ロンドン、アレキサンドリアで
育つ。1944年、旧制甲南高
校卒。1954年理学博士。
東京教育大学理学部教授
などを経て、1969年からコロ
ンビア大学教授。この間、ケ
ニア国際昆虫生理生態研

究所長、サントリー生物有機科学研究所長として国
際的学術交流に尽力する。氏の功績を称える「中西
プライズ」が日米学会に創設され、日本学士院賞・恩
賜賞、全米科学アカデミー賞ほか受賞多数。1999
年度には、文化功労賞を受賞。今年、アラブのノー
ベル賞ともいわれるキング・ファイサル国際賞を受賞。�
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ら
ん
�

現役生とOBで、つむぎ続ける絆�
それを支えに、古典芸能の魅力を伝える�
取材に出席された方 ： 若林 邦昌さん（1958年経卒）、小川 正子さん（旧姓・家城／1966年文卒）、土山 敏夫さん（1969年法卒）、山本 秀樹さん（1973年営卒）�
是沢 俊作さん（1974年経卒）、是沢 昌子さん（旧姓・牧本／1975年営卒）、牟田 素之さん（1994年法卒）、学生  小林 維毅さん（部長文3）、金村 実香さん（法3）�

クラブつながリレーション�クラブつながリレーション�

創立より、いまへ受け継ぐスピリッツ�

文化会文化会 古美術研究会�

【創　　部】1951年�
【部  員  数】19人（2002年11月現在）�
【主な実績】�

1949�
�
1951�
1954�
1955�
1956�
1958�
1960�
�
�
1961�
�
1963�
1964�
�
�
1967�
�
1968�
�
1972�
�
1974�
�
1975�
�
1976�
�
1982�
1994�
1997�
�
1998�
�
2000�
�
2002

新制甲南高等学校において謡曲研究
部発足�
甲南大学能楽研究部発足�
後援会発足（後の甲諷会）�
甲諷会発足／第1回甲諷会（幽仙閣）�
第1回狂言会（神戸新聞会館）�
部室完成�
第2回狂言会（大阪能楽会館）／文化祭（大
学祭）にて能「土蜘蛛」上演／学習院観
世会との交換会が始まる／部室増築�
文化祭（大学祭）にて能「小袖曽我」上
演（神戸国際会館）�
創部10周年記念大会（大阪能楽会館）�
四大学交歓会（現在の三大学合同舞台）
始まる／OB会発足／創部10年誌「橋
がかり」発行�
大学祭：演劇祭にて能「夜討曽我」上
演（神戸国際会館）�
創部15周年舞台にて半能「巴」上演（大
阪能楽会館）�
大学祭：演劇祭にて能「吉野天人」上
演（芦屋ルナホール）�
大学祭：演劇祭にて能「俊成忠度」上
演（西宮市民会館）�
大学祭：演劇祭にて能「田村」上演（芦
屋ルナホール）�
創部25周年舞台にて能「小督」、「土蜘
蛛」上演（大阪能楽会館）�
能楽練習場「甲諷館」完成（OBより寄付）�
大学祭：演劇祭にて能「清経」上演（湊川神社）�
大学祭：演劇祭にて半能「賀茂」上演（西
宮アミティホール）�
大学祭：演劇祭にて能「田村」上演（三
宮朝日ホール）�
創部50周年記念舞台にて能「船辯慶」、
「安達原」上演（大阪能楽会館）�
大学祭：演劇祭にて半能「船辯慶」上
演（西宮アミティホール）�

文化会 能楽研究部�

　
１
９
９
４
年
、甲
南
大
学
の
能
楽
研
究
部
は
１７

年
ぶ
り
に
本
格
的
な
能
の
演
目
「
清
経
」
を
湊
川

神
社
で
上
演
し
た
。
そ
の
大
舞
台
に
際
し
、場
所

や
予
算
の
手
配
に
奔
走
し
た
１
９
９
４
年
卒
の
牟

田
さ
ん
は
、「
実
現
で
き
た
の
は
、後
援
会
や
O
B

の
方
々
の
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
進
ん
で
現

役
生
を
支
援
し
て
く
れ
る
姿
に
驚
い
た
」
と
い
う
。

能
楽
研
究
部
の
世
代
を
超
え
た
絆
。
そ
れ
は
、ど

の
よ
う
な
歴
史
に
培
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
�

　
能
楽
研
究
部
は
、甲
南
高
校
の
能
楽
部
を
前
身

と
し
て
、１
９
５
１
年
の
甲
南
大
学
設
立
と
と
も

に
そ
の
産
声
を
上
げ
た
。１
学
年
１
５
０
人
程
度

の
時
代
に
２５
人
か
ら
３０
人
が
在
籍
。
合
宿
で
は
、

師
匠
や
先
輩
の
下
、朝
か
ら
晩
ま
で
声
が
か
れ
る

ほ
ど
の
厳
し
い
練
習
が
日
々
行
わ
れ
て
い
た
と
い

う
。１
９
５
６
年
に
は
、第
１
回
狂
言
会
「
佐
渡
狐
」

で
そ
の
成
果
を
披
露
。「
そ
の
頃
、神
戸
で
唯
一
大

ホ
ー
ル
を
所
有
す
る
神
戸
新
聞
会
館
を
埋
め
尽

く
す
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
」
と
、１
９
５
８
年

卒
で
、現
O
B
会
会
長
の
若
林
さ
ん
は
当
時
を
懐

か
し
む
。１
９
６
４
年
に
は
四
大
学
交
歓
会
が
催

さ
れ
、こ
の
頃
か
ら
関
西
圏
の
大
学
い
ず
れ
に
お
い

て
も
能
楽
研
究
部
の
活
動
が
盛
ん
に
。
甲
南
大
学

は
、お
囃
子
を
ご
父
母
の
方
々
に
賛
助
出
演
し
て

い
た
だ
い
た
り
、能
舞
台
の
あ
る
卒
業
生
の
お
宅

を
練
習
場
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、周

囲
の
支
援
に
も
支
え
ら
れ
、関
西
学
生
連
盟
観
世

流
謡
曲
コ
ン
ク
ー
ル
で
準
優
勝
と
い
う
功
績
を
刻

ん
だ
。
そ
れ
ら
揺
籃
期
の
活
躍
を
綴
っ
た
創
部
１０

周
年
記
念
誌
「
橋
が
か
り
」
を
編
集
し
た
１
９
６

６
年
卒
の
小
川
さ
ん
は
、「
練
習
は
体
育
会
な
み
。

一
般
の
方
の
２０
年
分
以
上
を
４
年
間
で
修
得
す
る

ほ
ど
だ
っ
た
」
と
当
時
の
練
習
の
厳
し
さ
を
振
り

返
っ
て
く
れ
た
。
�

　
１５
周
年
を
迎
え
た
能
楽
研
究
部
は
、新
た
な

試
み
を
始
め
る
。１
９
６
９
年
卒
の
土
山
さ
ん
に

よ
れ
ば
、こ
の
頃
か
ら
能
へ
の
本
格
的
な
取
り
組

み
を
開
始
し
、学
生
が
中
心
と
な
っ
て
謡
に
挑
戦
、

練
習
も
さ
ら
に
苛
酷
に
。し
か
し
、全
国
的
に
学
生

運
動
の
風
潮
が
あ
ら
わ
れ
、ど
の
ク
ラ
ブ
の
部
員

数
も
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
。１
９
７
３
年
卒
の
山

本
さ
ん
を
は
じ
め
、当
時
を
知
る
O
B
は
、口
を
揃

え
て「
そ
ん
な
時
に
も
、ご
父
母
に
よ
る
後
援
会（
甲

諷
会
）や
O
B
の
方
々
の
後
ろ
盾
が
あ
っ
て
こ
そ
活

動
で
き
た
」
と
、感
銘
の
思
い
を
互
い
に
語
っ
た
。
�

　
決
し
て
順
風
満
帆
で
は
な
く
、苦
し
い
場
面
も

歩
み
続
け
て
き
た
能
楽
研
究
部
。
そ
の
過
程
で
、

O
B
が
能
楽
練
習
場
「
甲
諷
館
」
の
建
設
費
の
一

部
を
寄
付
す
る
な
ど
お
互
い
の
絆
は
深
く
、強
く

な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る

そ
の
伝
統
は
、初
め
て
野
外
上
演
会
に
挑
戦
し
た

現
役
生
の
試
み
や
こ
れ
か
ら
の
能
楽
研
究
部
の
歩

み
に
も
息
づ
い
て
い
く
に
違
い
な
い
。
�

▲1964年当時の部室�▲1967年11月／大学祭：演劇祭　於  旧神戸国際会館�

1964年に10周年を記念
して、その歩みを綴った記
念誌「橋がかり」�

歴
代
師
匠
の
方
々�

能
　
　
大
西 

信
彦
先
生
、小
西 

弘
通
先
生
、大
西  

礼
久
先
生�

狂
言
　
善
竹 

忠
一
郎
先
生
、善
竹 

忠
一
郎（
孝
夫
）先

生
、善
竹 

忠
重
先
生�

う
た
い
�
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クラブつながリレーション�クラブつながリレーション�

創立より、いまへ受け継ぐスピリッツ�

体育会 バスケットボール部�

チームワークなら、どこにも負けない�
OB、現役が一丸となって勝利に挑む�
取材に出席された方 ： 平松 弘さん（1959年経卒）、泥 光重さん（1962年理卒）、布谷洋祐さん（1965年営卒）、佐光斎一さん（1968年法卒）�
山本 誠さん（1971年営卒）、上成和央さん（1978年営卒）、高木憲章さん（1991年法卒）、学生　成田哲大さん（主将経4）�

　
伝
統
あ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
栄
光
の
歴
史

の
第
１
ペ
ー
ジ
は
、１
９
６
２
年
の
関
西
学
生
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
リ
ー
グ
決
勝
。
同
志
社
と
の
激

し
い
競
り
合
い
を
制
し
た
の
は
、甲
南
大
学
だ
っ
た
。

実
に
、１
点
差
の
劇
的
勝
利
。
そ
し
て
甲
南
大
学
に

と
っ
て
は
、創
部
以
来
の
夢
、リ
ー
グ
初
優
勝
を
遂

げ
た
勝
利
で
も
あ
る
。
し
か
も
、喜
び
は
そ
れ
だ
け

で
終
わ
ら
な
い
。
翌
年
も
連
覇
し
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
関
係
者
の
脳
裏
に
、
”

強
い
甲
南

“が
焼
き
付

け
ら
れ
た
の
だ
。
当
時
、選
手
と
し
て
活
躍
し
た
１

９
６
５
年
卒
の
布
谷
さ
ん
は
、い
ま
、現
役
の
監
督

で
も
あ
る
。「
当
時
は
社
会
人
団
体
と
も
試
合
を

し
ま
し
た
。２
０
０
連
勝
く
ら
い
し
て
い
た
日
紡（
平

野
）の
練
習
相
手
に
選
ば
れ
て
い
た
ほ
ど
で
す
か
ら
、

相
当
、チ
ー
ム
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
ね
」
と
、現

役
時
代
を
懐
か
し
む
。
�

　
創
部
時
は
、４
部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な
が
ら
も
、

わ
ず
か
１０
年
で
栄
冠
を
つ
か
ん
だ
甲
南
。
そ
の
強

さ
の
秘
密
は
、一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時

を
知
る
O
B
の
方
々
に
尋
ね
て
み
る
と
、そ
の
一
因

は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
あ
る
と
い
う
。１
９
６
２
年
卒

で
、い
ま
は
O
B
会
の
会
長
の
泥
さ
ん
は
、「
い
つ
も

メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
て
苦
労
し
ま
し
た
が
、そ
の
分
、

ほ
か
の
チ
ー
ム
よ
り
、上
級
生
と
下
級
生
の
仲
が
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
下
級
生
は
ボ
ー
ル
拾
い
し
か

さ
せ
て
も
ら
え
な
い
チ
ー
ム
も
あ
る
な
か
、ウ
チ
は

１５
人
く
ら
い
が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
で
楽
し
ん
で
い
る
と
い

う
感
じ
。
試
合
で
も
、そ
の
団
結
力
が
力
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
ね
」
と
語
っ
た
。
�

　
す
る
と
、１
９
７
１
年
卒
の
山
本
さ
ん
も
続
け

て
コ
メ
ン
ト
。「
僕
の
時
代
以
降
は
、必
ず
し
も
栄

光
の
歴
史
と
は
言
え
な
い
。
下
位
リ
ー
グ
へ
の
降
格

ギ
リ
ギ
リ
の
戦
い
や
無
念
の
降
格
、さ
ら
に
再
度

関
西
リ
ー
グ
制
覇
な
ど
の
場
面
が
時
代
ご
と
に

繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
さ
は
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
僕
自
身
、や
ん
ち
ゃ

な
お
兄
さ
ん
と
い
う
感
じ
の
先
輩
や
仲
間
に
対
す

る
信
頼
は
厚
か
っ
た
で
す
よ
」
�

　
し
か
も
、そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
が
集
っ
て
O
B
会
を

結
成
す
る
の
だ
か
ら
、こ
ち
ら
の
結
束
も
固
く
て

当
然
。
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
現
役
チ
ー
ム
を
支

援
し
、盛
り
立
て
て
い
る
の
だ
。１
９
９
１
年
卒
の

高
木
さ
ん
は
、現
役
時
代
、合
宿
の
最
終
日
に
恒

例
の
O
B
戦
に
驚
い
た
と
打
ち
明
け
る
。「
若
い

方
だ
け
で
な
く
、ず
い
ぶ
ん
年
輩
の
方
も
多
数
参

加
さ
れ
る
の
で
び
っ
く
り
。
み
ん
な
が
現
役
を
何

と
か
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
」
。
�

　
ま
た
、そ
の
結
束
は
、他
大
学
に
も
及
ぶ
。い
ま

や
大
学
同
士
の
総
合
定
期
戦
と
し
て
発
展
し
た

学
習
院
と
の
定
期
戦
は
、１
９
５
９
年
卒
の
平
松

さ
ん
に
よ
れ
ば
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
か
ら
は
じ

ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
せ
い
か
、い
ま
も
甲
南
で
定

期
戦
を
す
る
際
は
甲
南
生
宅
で
、学
習
院
に
行
け

ば
学
習
院
生
宅
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
な
ど
、

親
密
な
関
係
を
両
校
大
切
に
し
て
い
る
ん
で
す

と
１
９
７
８
年
卒
の
上
成
さ
ん
か
ら
報
告
。
�

　
現
役
生
だ
け
で
な
く
、O
B
、そ
し
て
学
習
院

に
ま
で
拡
が
る
甲
南
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
。
こ
の
伝
統
的
な
結
束
力
を
い
ま
に
受

け
継
ぐ
現
役
生
は
、今
年
、一
部
リ
ー
グ
で
6
位

の
戦
績
を
収
め
、イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
出
場
を
決

め
た
。
主
将
の
成
田
さ
ん
は
「
ベ
ス
ト
８
と
言
わ
ず
、

一
つ
で
も
多
く
勝
ち
た
い
」
と
ひ
た
む
き
に
語
る
。

こ
の
冬
も
、５０
年
の
熱
い
想
い
を
継
ぐ
プ
レ
イ
ヤ

ー
た
ち
が
、き
っ
と
、新
た
な
ド
ラ
マ
を
生
む
に
違

い
な
い
。
�

【創　　部】1952年�
【部  員  数】28人（2002年10月現在）�
【主な実績】�
195 2�
19 5 3�
19 5 4�
�
19 5 6�
�
�
195 7�
19 6 1�
19 6 2�
19 6 3�
�
19 6 4�
�
19 6 5�
�
19 6 6�
�
�
196 7�
�
19 6 8�
�
19 6 9�
19 7 0�
�
19 7 1�
�
19 7 6�
19 9 5�
19 9 7�
�
19 9 8�
19 9 9�
20 0 0�
�
20 0 1�
20 0 2

創部�
関西学生4部リーグ優勝、3部昇格�
第1回学習院定期戦／関西学生3部リーグ優
勝、2部昇格�
関西学生２部リーグ優勝、１部昇格／この年
より1970年までほぼ毎年全日本学生、近畿総
合、全日本総合に出場�
関西学生１部リーグ3位／西日本学生ベスト8�
関西学生１部リーグ5位／近畿総合準優勝�
関西学生１部リーグ優勝／全日本学生ベスト8�
関西学生１部リーグ優勝／全日本学生ベスト
16／兵庫県総合優勝�
関西学生１部リーグ3位／全日本学生10位／
兵庫県総合、兵庫県学生優勝�
関西学生１部リーグ5位／全日本学生4位／
兵庫県総合優勝�
関西学生１部リーグ優勝／全日本学生ベスト
8／近畿総合ベスト4／西日本学生4位／県
学生優勝�
関西学生１部リーグ4位／西日本学生準優勝
／県学生優勝�
関西学生１部リーグ3位／西日本学生4位／
県学生優勝�
関西学生１部リーグ6位／西日本学生ベスト8�
関西学生１部リーグ6位／西日本学生ベスト8
／県学生優勝�
関西学生１部リーグ8位／西日本学生ベスト8
／2部降格�
関西学生エイトリーグ7位／全日本学生出場�
兵庫県学生優勝�
関西学生2部リーグ優勝、1部復帰／県学生
優勝�
関西学生１部リーグ9位�
関西学生１部リーグ10位�
関西学生１部リーグ8位／全日本学生出場／
県学生優勝�
関西学生１部リーグ8位�
関西学生１部リーグ6位／全日本学生出場／
県学生優勝／創部50周年記念式典レセプシ
ョン開催。記念事業として「甲南大学バスケ
ットボール部創部50周年記念誌」発行�

▲創部50周年記念式典�
www.page.sannet.ne.jp/m-doro/konan_ob/

　 OB会の会長
泥さんが自ら手掛
けるOB会のホー
ムページ。リーグ
戦の試合結果など、
ほぼ毎日更新され
るため、すでに1万
5000件以上のア
クセスを記録する
人気ぶり�
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 高・中Topics

体
力
を
競
い
、日
頃
の
活
動
成
果
を
報
告�

生
徒
主
体
で
開
催
す
る
、秋
の
二
大
イ
ベ
ン
ト�

�

体
育
祭
・
文
化
祭
�

学
校
中
を
巻
き
込
む
行
事
は
、�

大
変
だ
け
ど
、達
成
感
も
す
ご
い
�

　
体
育
祭
・
文
化
祭
は
生
徒
自
治
会
を
中
心

に
、各
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
な
ど
の
生
徒
が
全
員

参
加
で
作
っ
て
い
き
ま
す
。
誰
も
が
面
白
い
イ

ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、当

然
、１，
２
０
０
人
か
ら
な
る
生
徒
全
員
が
同

じ
こ
と
を
希
望
す
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

僕
ら
自
治
会
総
務
部
は
、ど
う
や
っ
て
み
ん
な

の
意
見
を
反
映
す
る
か
、そ
れ
を
い
か
に
面
白

い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
か
、ま

た
、出
来
上
が
っ
た
プ
ラ
ン
を
も
と
に
、全
員
を

ど
う
や
っ
て
ま
と
め
、運
営
し
て
い
く
か
な
ど

を
考
え
、実
行
す
る
わ
け
で
す
。
…
が
、高
校

生
で
は
、自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
に
限
界
が

あ
る
の
で
大
変
で
す
よ
。
と
く
に
大
変
な
の
が

文
化
祭
直
前
の
一
週
間
。
準
備
の
た
め
に
居
残

り
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、夜
9
時
ま
で
残

り
、家
で
も
作
業
し
て
い
ま
す
。
�

　
た
だ
、そ
れ
だ
け
の
苦
労
を
す
る
か
ら
こ
そ
、

当
日
、み
ん
な
が
大
声
で
応
援
し
合
っ
た
り
、笑

っ
て
い
た
り
、最
高
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
様
子

を
見
る
と
、う
れ
し
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
来

年
は
、甲
南
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、も

っ
と
面
白
い
体
育
祭
・
文
化
祭
を
企
画
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。
�

甲南体験�甲南体験�よく学び、よく知り、よく考えよう�

岩佐  嘉久君　甲南高校1年生�
生徒自治会事務総局長�

　
甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
で
は
、今
年

も
秋
の
一
大
行
事
と
し
て
、
9
月
25
日
に

体
育
祭
、11
月
3
日
に
文
化
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。
�

　
体
育
祭
で
は
、中
学
と
高
校
の
全
27
ク

ラ
ス
が
紅
白
に
分
か
れ
、先
輩
・
後
輩
の
垣

根
を
超
え
て
団
結
。
自
分
の
チ
ー
ム
を
勝

利
に
導
く
た
め
、約
20
種
目
の
運
動
競
技

で
力
や
技
を
競
い
合
い
ま
す
。
競
技
の
目
玉

は
、毎
年
恒
例
の
「
鉄
人
レ
ー
ス
」
。こ
れ
は

洗
面
器
の
水
に
顔
を
つ
け
、肺
活
量
を
試

さ
れ
た
後
に
、ア
メ
食
い
で
顔
を
真
っ
白
に
し
、

障
害
物
を
乗
り
越
え
、さ
ら
に
50�
kg
の
砂

袋
を
背
負
っ
て
ゴ
ー
ル
す
る
と
い
う
男
子
校

な
ら
で
は
の
ハ
ー
ド
な
レ
ー
ス
で
、選
手
だ
け

で
な
く
、応
援
す
る
側
も
、そ
う
と
う
熱
が

こ
も
り
ま
す
。
ま
た
、一
騎
打
ち
の
騎
馬
戦

な
ど
は
ま
さ
に
力
と
力
の
ぶ
つ
か
り
合
い
。

下
級
生
が
先
輩
に
負
け
じ
と
、夢
中
で
向

か
っ
て
い
く
シ
ー
ン
な
ど
も
見
ら
れ
、見
応

え
十
分
の
内
容
で
し
た
。
�

　
一
方
、文
化
祭
で
は
、ク
ラ
ブ
ご
と
、ク
ラ

ス
ご
と
、あ
る
い
は
、共
通
の
趣
味
を
持
つ
グ

ル
ー
プ
が
、展
示
な
ど
で
日
頃
の
文
化
活
動

の
成
果
を
発
表
。
無
線
部
に
よ
る
野
球
な

ど
で
用
い
ら
れ
る
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
の
構
造
分

析
や
、図
書
委
員
会
に
よ
る
再
生
紙
の
研

究
成
果
の
展
示
な
ど
、知
的
好
奇
心
を
く

す
ぐ
る
展
示
も
多
く
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
文
化
祭
は
、生
徒
だ
け
で
な
く
、父
母

を
は
じ
め
、広
く
一
般
か
ら
も
参
加
が
可

能
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
に
は
、お
母
さ
ん
方

が
開
店
時
か
ら
詰
め
か
け
、大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。
�

　
甲
南
高
・
中
で
は
、こ
う
し
た
体
育
祭
・

文
化
祭
を
教
師
で
は
な
く
、生
徒
自
治
会

を
中
心
に
生

徒
自
身
が
進
め

ま
す
。そ
の
た
め
、

単
に
、
体
力
を

競
っ
た
り
、活
動

を
発
表
す
る
だ

け
で
な
く
、み
ん

な
で
一
つ
の
も
の

を
作
り
上
げ
る
協

調
性
や
実
行
力
が

育
ま
れ
ま
す
。
�

自
分
た
ち
で
つ
く
る
�

体
育
祭
・
文
化
祭
の
�

醍
醐
味
を
教
え
て
！
�
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トゥレーヌ甲南学園だより�

地元地域との交流�

地
元
の
中
学
校
と
合
同
で
行
わ
れ
た
体
育
祭
で
は
、地
域
交

流
も
深
ま
り
、白
熱
し
た
応
援
合
戦
や
騎
馬
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
写
真
中
央
が
丸
谷
さ
ん
。
�

去る9月13日～16日の4日間、ドイ

ツのメイネルツハーゲン市で行

われた「世界若者の祭り」におい

て、トゥレーヌ甲南学園の和太鼓

部の生徒9名が演奏を行いました。

集まった観客のほとんどは和太

鼓が初めてだったらしく、演奏が

終わると同時にスタンディングオ

ベーションとアンコールの大合唱

が始まりました。�

「世界若者の祭り」で�
 和太鼓を威勢よく演奏！�

ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園
卒
業
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
�

イベントNEWS

大
切
な
の
は
、何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
�

3
年
間
の
経
験
が
、い
ま
の
私
を
支
え
て
い
ま
す
�

トゥレーヌ甲南学園 ’96年 卒 　甲南大学 文学部 人間科学科 2000年 卒�

（有）オフィス　アドバンス勤務　　丸谷  正義さん�

　
い
ま
は
、テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
会
社
に
勤
務
し
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
「
お
は
よ
う
朝
日
で
す
」
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
朝
早
く
か
ら
明
石
ま
で
競
り
市
の
取
材

に
行
っ
た
り
、締
め
切
り
間
際
に
は
夜
遅
く
ま
で

編
集
し
た
り
と
不
規
則
な
毎
日
で
す
が
、毎
週

土
曜
日
の
オ
ン
エ
ア
を
無
事
終
え
る
と
、ま
た

来
週
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
に
な
り
ま
す
。こ
の

よ
う
に
仕
事
に
打
ち
込
め
る
の
は
、高
校
時
代
、

ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園
で
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
面
白
さ
を
知
っ
た
こ
と
が
原

動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園
へ
は
、人
と
違
う
新
し

い
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
入
学
し
た

も
の
の
、な
に
せ
言
葉
も
わ
か
ら
ず
、初
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
何
か
を
学
び
た
い
、知
り

た
い
と
い
う
余
裕
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね

（
笑
）。
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
で
は
フ
ラ
ン
ス
に
親
し
み
た

い
と
思
い
、日
本
人
ば
か
り
の
寮
で
は
な
く
、ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し

た
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
私
を
ず
い
ぶ
ん
気
遣
っ
て
く

れ
て
。
そ
の
優
し
さ
に
応
え
た
い
と
い
う
気
持

ち
か
ら
語
学
学
習
へ
の
意
欲
が
増
し
、意
外
と

早
く
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
�

　
思
い
出
に
残
る
体
験
は
、い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、地
元
中
学
校
と
の
合
同
体
育
祭
で
は

団
長
を
務
め
、競
技
に
白
熱
。
騎
馬
戦
で
も
地

元
中
学
生
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
た
。

文
化
祭
で
は
、バ
ン
ド
を
組
ん
で
日
本
の
曲
を

演
奏
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
学
外
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
キ

ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を
習
っ
た
り
、先
生
の
勧
め
か

ら
野
球
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
た
り
。
と

く
に
野
球
で
は
、地
方
リ
ー
グ
で
優
勝
し
、フ
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
グ
4
位
ま
で
勝
ち
上
が
れ

た
こ
と
が
思
い
出
深
い
で
す
。
�

　
卒
業
後
は
、
甲
南
大
学
の
文
学
部
人
間
科

学
科
を
経
て
、い
ま
の
職
業
へ
。
映
像
に
携
わ
る

仕
事
で
す
か
ら
、ト
ゥ
レ
ー
ヌ
で
何
事
に
も
感

動
し
て
過
ご
し
た
体
験
を
生
か
し
、人
の
心
を

捉
え
る
作
品
作
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
�

　
大
学
で
は
プ
ロ
と
し
て
本
格
的
に
ボ
ク
シ
ン

グ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
最
近
で
は
、ジ
ム
で
一

般
の
方
に
教
え
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
�

　
ひ
と
つ
の
こ
と
を
協
力
し
て
作
り
上
げ
る
楽

し
さ
や
、人
と
の
触
れ
合
い
。
そ
し
て
行
動
す
る

こ
と
の
大
切
さ
。ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園
で
の
3

年
間
で
育
ま
れ
た
自
主
性
と
積
極
性
は
、い
ま

だ
け
で
な
く
、こ
れ
か
ら
の
私
を
支
え
る
基
礎

に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
ね
。
�
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第
一
線
で
活
躍
中
の
卒
業
生
に
ア
ク
セ
ス
！
�

卒業生 TOPICS

起
承
転
結
で
捉
え
れ
ば
「
起
」の
4
年
間
�

作
家
へ
の
挑
戦
は
、甲
南
か
ら
始
ま
っ
た
�

今
回
は
、S
F
作
家
の
登
竜
門
で
あ
る
小
松
左
京
賞
を
、先
の
9
月
に
受
賞
さ
れ
た
木
本
伸
司
さ
ん
を
取
材
。�

作
家
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
今
日
ま
で
の
経
緯
や
、�

大
学
時
代
の
体
験
が
、そ
こ
に
ど
う
影
響
し
た
の
か
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

◆PROFILE�
�

甲南大学理学部を卒業後、出版社に

入社。編集部に所属する。その後、

1990年に、映像制作会社に身を移すが、

1993年以降はフリーランスのPR映画

ディレクターとして独立。1999年より、

いよいよ小説の本格的な執筆を開始し、

2002年9月、「神様のパズル」で第三

回小松左京賞を受賞。�

● 星田 和也さん�
　  1979年理学部卒業�
　  現在、（株）ディアイティ取締役�

● 三谷 軌文さん�
　  1979年理学部卒業�
　  現在、京セラ（株）通信デバイス1事業部�
　  品質保証部　副責任者�

● 若田 玄一さん�
　  1979年理学部卒業�
　  現在、JEMアメリカコーポレーション勤務�
　  カリフォルニア州在住�

木
本 

伸
司
さ
ん
　
1
9
7
9
年
理
学
部
卒
業
�

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
 
機
本 

伸
司
）�

　
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

私
、大
学
時
代
は
理
学
部
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

実
は
、高
校
ま
で
国
語
と
英
語
が
、も
う
、ま

っ
た
く
ダ
メ
で（
笑
）。
大
学
受
験
の
と
き
、理

数
系
以
外
に
選
択
肢
が
な
か
っ
た
か
ら
な
ん

で
す
。た
だ
、そ
ん
な
消
極
的
な
理
由
で
入
学

し
た
も
の
だ
か
ら
、大
学
で
は
、自
分
の
生
き

る
目
的
な
ど
に
つ
い
て
、ず
い
ぶ
ん
悩
み
ま
し

て
。エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
す
ど
こ
ろ
か
、逆
に
、

卒
業
単
位
に
関
係
な
い
心
理
学
や
哲
学
な
ん

か
の
授
業
を
取
り
、急
に
本
を
読
む
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
。
�

　
S
F
作
家
と
い
う
将
来
を
考
え
た
の
は
、

そ
ん
な
時
期
。
自
分
を
模
索
し
て
い
た
当
時

に
、日
記
と
い
う
か
、考
え
方
を
綴
っ
た
ノ
ー

ト
を
、毎
日
か
な
り
の
量
で
書
き
始
め
た
ん
で

す
。こ
れ
が
や
が
て
、思
っ
て
い
る
こ
と
を
論
理

的
な
文
章
と
し
て
展
開
で
き
る
と
い
う
自
信

に
つ
な
が
り
、小
説
を
通
し
て
、自
分
を
表
現

し
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。�

　
た
だ
、卒
業
後
す
ぐ
作
家
を
目
指
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
20
年
間
は
、出
版
と

P
R
映
画
の
制
作
に
携
わ
り
、3
年
前
か
ら
、

よ
う
や
く
長
編
小
説
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
作
「
神
様
の
パ
ズ
ル
」
は
、3
作

目
。
経
済
的
な
面
も
あ
り
、こ
れ
が
ダ
メ
な
ら

作
家
に
な
る
こ
と
を
諦
め
る
つ
も
り
で
し
た

か
ら
、自
分
の
意
志
に
い
い
決
着
を
つ
け
ら
れ

た
こ
と
に
、本
当
に
満
足
し
て
い
ま
す
。
�

　
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、私
の
大
学
生
活
は
悩

み
の
時
期
で
し
た
ね
。
決
し
て
楽
し
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー（
作
劇

法
）に
お
け
る
「
起
」の
部
分
で
、こ
の
4
年
間

が
な
け
れ
ば
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。こ
ん
な
私

を
包
容
力
を
持
っ
て
受
け
入
れ
て
く
れ
た
甲

南
の
お
お
ら
か
な
校
風
に
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、当
時
の
友
人
、先
輩
方
に
は
勝
手

を
言
い
、随
分
迷
惑
も
か
け
ま
し
た
の
で
、こ

の
場
を
借
り
て
一
言
お
詫
び
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
�

　
こ
れ
ま
で
は
自
分
の
夢
の
た
め
に
書
い
て
き

ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
、か
つ
て
の
自
分
と

同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
人
に
、何
か
共
有
で

き
る
ヒ
ン
ト
を
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
�

●　木本さんの甲友録�

「宇宙は作ることができる
のか？」というストレートな
問いかけを主題にした作品。
シチュエーションは、大学
のゼミでの討論となっており、
木本さんの大学への関心
をうかがわせる。�

2004年度決定版�
採用される履歴書・�
エントリーシート実例集�
本田 勝裕、櫻井 照士　著�
1985年経営学部卒業�
主婦の友社　￥1,300（税別）�

ハンディキャップにとらわれない�
ぼくの生き方�
心のカベ、崩壊�
藤田 益啓　著�
1989年理学部卒業�
碧天舎　￥1,400（税別）�

小松左京賞受賞作品�

角川春樹事務所 ￥1,700（税別）�

神様のパズル�

甲南OBの著書をピックアップ！�
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甲
南
大
学
法
曹
養
成
高
等
教
育
研
究
所
�

開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
�

甲
南
大
学
法
曹
養
成
�

高
等
教
育
研
究
所
を
設
置
�

甲南大学の�
教員が執筆した�

新刊�
レビュー�

ダイジェスト�

　
２
０
０
４
年
度
の
法
科
大
学
院（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）の
設

置
準
備
、法
科
大
学
院
に
お
け
る
教
育
内
容
・
方
法
、成

績
評
価
、入
学
者
選
抜
の
研
究
開
発
な
ど
を
目
的
と
し

て
、１０
月
１
日
、法
曹
養
成
高
等
教
育
研
究
所
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
所
長
に
は
、法
学
部
の
谷
口
勢
津
夫
教
授

が
就
任
、研
究
員
は
２２
人
で
、本
学
の
教
員
の
ほ
か
、弁

護
士
や
他
の
大
学
の
教
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

（http://law
school-konan.jp/

）�

情報科学  ヒューマン編�
中易 秀敏〔理工学部教授〕、坪野 博宣�
前田 多章〔理工学部講師〕�
前川 善一郎　著�
共立出版株式会社　￥2,900（税別）�

マーケティングの変革�
―情報化のインパクト―�
中田 善啓〔経営学部教授〕 著�
同文館出版　￥3,000（税別）�

第
３８
回
学
術
際
�

第
１
３
１
回
現
代
講
座
開
催
�

21世紀フランス語表現辞典�
中村  典子〔国際言語文化センター助教授〕�
Claude ROBERGE、Solange 内藤�
Fabienne GUILLEMIN�
加藤  雅郁、小林  正巳　著�
駿河台出版社  ￥4,800（税別）�

老後の持ち家活用法�
リバース・モーゲージって何だ？�
逆住宅ローンで余裕を！�
中谷 庄一　著�
1958年経済学部卒業�
文芸社　￥1,143（税別）�

　
自
治
会
中
央
委

員
会
現
代
講
座
委

員
会
が
主
催
す
る

現
代
講
座
。
摂
津

祭
の
初
日
で
あ
る

１１
月
２０
日
、
映
画

評
論
家
で
あ
る
水

野
晴
郎
氏
及
び
西

田
和
昭
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
映
画
の
素
晴
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
少
年
期
を
大
戦
中
の
中
国
で
過
ご
し

た
水
野
氏
が
、戦
後
ア
メ
リ
カ
映
画
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ

の
民
主
主
義
に
魅
せ
ら
れ
、２４
歳
で
ア
メ
リ
カ
の
映
画
会

社
で
あ
る
２０
世
紀
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
宣
伝
マ
ン
に
な
る
ま
で

の
ス
ト
ー
リ
ー
、同
氏
監
督
・
制
作
の「
シ
ベ
リ
ア
超
特
急

３
」（
２
０
０
３
年
１
月
公
開
）に
託
さ
れ
た
反
戦
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
、聞
い
て
い
て
思
わ
ず
元
気
の
出
る
映
画
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、水
野
・
西
田
両
氏
の
テ
ン
ポ
あ
る

ト
ー
ク
に
、参
加
者
は
、声
を
あ
げ
て
笑
っ
た
り
、涙
ぐ
ん

だ
り
し
ま
し
た
。
お
し
ま
い
は
、も
ち
ろ
ん
、水
野
氏
の

「
い
や
〜
映
画
っ
て
本
当
に
い
い
も
ん
で
す
ね
〜
」
と
い

う
言
葉
で
大
盛
況
の
講
演
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
�

　
１１
月
９
日
甲
友
会
館
に
て
、「
激
動
す
る
経
済
構
造

と
司
法
制
度
改
革
の
意
義
」
と
題
し
て
研
究
所
開
設
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
基
調
報
告
に
香
西 

泰
氏（
1
9
5
1
年
甲
南
高
等

学
校
卒
・
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
会
長
）を
迎
え
、そ

の
後
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
１
部
で
は
香
西
氏
、猪
木
武
徳

氏（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）、奥
野
正
寛

氏（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
、法
曹
制
度
検
討
会
委
員
）、

諸
石
光
煕
氏（
1
9
5
6

年
甲
南
高
等
学
校
卒
・

住
友
化
学
工
業（
株
）専

務
取
締
役
、弁
護
士
、法

曹
養
成
検
討
会
委
員
）

に
よ
る
「
司
法
制
度
改

革
を
経
済
の
視
点
か
ら
」

激
動
す
る
経
済
社
会
構

造
の
変
革
に
対
応
し
う
る
、法
曹
及
び
そ
の
養
成
に
つ
い

て
討
論
さ
れ
、第
２
部
で
は
諸
石
氏
、横
山
晋
一
郎
氏（
日

本
経
済
新
聞
社
社
会
部
編
集
委
員
）、後
藤
守
男
氏（
辰

已
法
律
研
究
所
長
）、渡
辺
修
氏（
神
戸
学
院
大
学
教

授
）に
よ
る
「
法
曹
養
成
と
多
様
性
開
放
性
の
理
念
―

法
科
大
学
院
の
制
度
設
計
」
と
し
て
社
会
の
要
請
に
こ

た
え
る
公
平
性
・
開
放
性
・
多
様
性
の
理
念
と
は
な
に
か
、

求
め
ら
れ
る
法
科
大
学
院
の
制
度
設
計
が
、３
０
０
名
を

超
え
る
聴
衆
を
巻
き
込
ん
で
熱
く
論
議
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
終
了
後
、ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い

て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、理
事
長
挨
拶
、柳
井
道

夫
成
蹊
大
学
学
長
の
乾
杯
、来
賓
祝
辞
に
続
き
、奥
野

氏
か
ら
司
法
改
革
の
意
義
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
概
評
を
頂
き
ま
し
た
。
�

弁
護
士
・
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
�

理
事
長
　
堀
田
　
力
氏
推
薦
�
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甲南

　
今
回
は
こ
の
よ
う
に
、甲
南
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
特
集
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
が
、そ
も
そ

も
本
誌
自
体
が
、卒
業
生
、在
校
生
、ご
父
母
の
皆
さ
ま
と
学

園
・
大
学
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
冊
子
で
す
。こ

れ
か
ら
も
O
B
の
方
の
活
躍
や
懐
か
し
い
学
生
時
代
を
思
い
返

す
こ
と
が
で
き
る
記
事
、そ
し
て
、い
ま
の
学
園
・
大
学
、お
よ

び
学
生
・
生
徒
の
様
子
を
伝
え
る
最
新
の
情
報
な
ど
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ど

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
�

「
甲
南
Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
が
家
に
2
冊
も
3
冊
も
届
く
の
で
、1
冊
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ご
丁
寧
な
お
申
し
出
を
多
く
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
親
子
と
も
甲
南
卒
で
何
冊
も
届
い
て
い
た
り
、

ま
た
、在
校
生
の
父
親
と
し
て
1
冊
、卒
業
生
と
し
て
も
う
1

冊
届
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。お
申
し
出
の
あ
っ
た
場
合

は
、連
名
で
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、1
冊
の
み
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
家
庭
で
も
、お
送
り
す
る

冊
数
に
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
で

お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

◆次号予告（2003年3月発行予定）�

NETWORK KONAN�
つながる！甲南ネットワーク�

次
回
テ
ー
マ
�

次
回
は
、本
誌
で
特
集
し
た
”

集
ま
れ
！
甲
友
フ

ァ
ミ
リ
ー

“に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
テ
ー
マ
は
、「
私
も
甲
友
フ
ァ

ミ
リ
ー
」
。
自
分
と
甲
南
関
係
者
の
堅
い
団
結
や

ユ
ニ
ー
ク
な
結
び
つ
き
、あ
る
い
は
、日
常
の
中
で
、

ふ
と
感
じ
る
親
近
感
な
ど
、ど
ん
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
か
ら
、ぜ
ひ
お
教
え
く
だ
さ
い
。
�

フロンティアで�
学ぶということ�

このコーナーは、読者の皆さまから寄せられた
お便りによって構成していきます。今回は、い
ま大学教育に必要と思われる姿勢や具体的
な講座などについてご意見をいただきました。�

●
私
自
身
の
体
験
か
ら
言
え
ば
、大
学
時
代
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
知
識
を
、基
本
に
忠
実
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
、社
会
で
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。ゆ

え
に
先
端
技
術
の
講
座
は
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。（
経

営
学
部
・
'72
年
卒
・
男
）�

�

●
講
義
を
受
け
て
、わ
か
ら
な
い
こ
と
や
苦
手
が
あ
る
の
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
か
ら
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
と
き
、

甲
南
大
学
に
は
、質
問
を
し
や
す
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
が
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。（
経
済
学
部
・
'82
年

卒
・
女
）�

�

●
次
男
が
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
通
っ
て
お
り
、日
本
の
大
学

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
よ
く
口
に
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、長
所
・

短
所
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、日
本
的
な
教
育

シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
必
要
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。（
文

学
部
・
'77
年
卒
・
女
）�

�

●
近
頃
、日
本
国
憲
法
、国
連
憲
章
な
ど
が
軽
ん
じ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
学
教
育
の
中
で
、も
っ
と
平
和

に
つ
い
て
教
え
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
理
学
部
・
'76
年
卒
・
男
）�

�

●
公
開
講
座
に
参
加
し
て
み
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
辺
り
を
充
実
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
と
く
に
現

役
学
生
と
私
た
ち
社
会
人
が
、何
か
テ
ー
マ
を
決
め
て
交

流
す
る
よ
う
な
場
が
あ
れ
ば
う
れ
し
い
の
で
す
が
。（
理

学
部
・
'89
卒
・
男
）�

�

●
理
工
学
部
で
は
、充
実
し
た
研
究
機
器
を
設
置
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、そ
の
分
野
に
も
っ
と
力
を
入
れ
、学

生
に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
欲
し
い
。
社
会
に
出
て
か
ら

理
科
教
育
の
必
要
性
、重
要
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
、切
に
願
い
ま
す
。（
旧
制
高
等
学
校
・
'40
年
卒
・
男
）�

�

●
阪
神
間
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
多
く
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く

の
好
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
か
ら
、美
学
美
術
史
、東
洋
美
術

史
、西
洋
美
術
史
、東
洋
陶
磁
史
な
ど
の
講
義
を
充
実
さ

せ
て
欲
し
い
。
私
自
身
、聴
講
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
経

営
学
部
・
'60
年
卒
・
男
）�

�

●
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
喜
び
を
知
り
、い
ろ
い
ろ
な
事
が
起

こ
る
社
会
の
中
で
、人
間
関
係
な
ど
を
深
く
見
つ
め
て
い

く
習
慣
が
身
に
つ
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。（
在
学
生
の
母
）�

�

●
学
生
時
代
、教
授
の
お
宅
に
お
邪
魔
し
、酒
を
飲
み
、奥

さ
ん
の
手
料
理
を
い
た
だ
い
て
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
を
し
て
い

た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
教
授
と
学
生
の

結
び
つ
き
は
、ず
っ
と
絶
え
ず
に
続
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。（
経
済
学
部
・
'67
年
卒
・
男
）�

�

●
大
学
と
い
う
の
は
小
さ
な
社
会
。
学
問
だ
け
で
な
く
、人

と
し
て
必
要
な
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
学
べ
る
場
だ
と
思
い
ま

す
。で
す
か
ら
、学
部
の
専
門
知
識
だ
け
で
な
く
、マ
ナ
ー

や
人
間
性
な
ど
の
情
操
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

（
経
営
学
部
・
'00
年
卒
・
女
）�

�

●
特
集
「
甲
南
教
育
で
培
う
、自
分
を
発
信
す
る
力
」
を
読

み
、ま
さ
に
そ
の
通
り
と
思
い
ま
し
た
。
確
か
に
、大
学
は

教
え
ら
れ
る
場
で
は
な
く
、自
ら
学
ぶ
場
と
し
て
あ
る
べ

き
で
す
ね
。（
旧
制
高
等
学
校
・
'50
年
卒
・
男
）�

�

●
最
近
ま
た
、何
か
学
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
私
に
と

っ
て
、社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
働
い
て
い
た
人
が
も
う
一

度
学
ん
で
い
る
姿
と
い
う
の
が
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
。

（
文
学
部
・
'99
年
卒
・
女
）�

�

●
巻
末
で
コ
ラ
ム
を
連
載
し
て
い
る
中
井
教
授
は
高
校
時

代
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
し
た
。
何
を
書
い
て
く
れ
る
の
か
、

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
経
済
学
部
・
'56
年
卒
・

男
）�

�

●
甲
南
生
ま
れ
の
芸
術
家
に
つ
い
て
の
記
事
が
面
白
か
っ
た
。

誇
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
文
学
部
・
'84
年
卒
・
女
）�

誌上で�
激論�

「これってどう思いますか？」�

大学教育に望むこと�

●今回のテーマ●�

誌
面
作
り
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
�

12

送
付
冊
数
の
お
申
し
出
�

編
　
集
　
後
　
記
�

お詫びと訂正�

前
号
の
鳩
杖
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載

い
た
し
ま
し
た
写
真
の
年
代
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
、

訂
正
い
た
し
ま
す
。
�

誤�

正�

1952年�

1942年�

25

卒
業
生
、学
生
・
父
母
の
方
々
が
�

一
堂
に
集
う
大
イ
ベ
ン
ト
開
催
！
�

2
0
0
3
年
度
一
般
入
試
日
程
�

お
知
ら
せ
�

●
講
義
再
開（
7
日
）�

●
月
曜
の
振
り
替
え
講
義
日
、�

　
2
0
0
2
年
度
講
義
終
了（
14
日
）�

●
補
講
日（
15
〜
16
日
）�

●
後
期
試
験（
17
〜
30
日
）�

●
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験（
18
・
19
日
）�

●
入
学
試
験
　A
日
程（
1
〜
5
日
）�

●
入
学
試
験
　B
日
程
・
B
日
程
S
方
式（
8
日
）�

●
入
学
試
験
合
格
発
表（
15
日
）�

●
体
育
会
祝
勝
会
・
文
化
会
顕
彰
会
�

●
父
母
の
会
課
外
活
動
表
彰
式
�

●
文
化
会
リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
�

●
2
0
0
2
年
度
卒
業
認
定
者
発
表（
5
日
）�

●
入
学
試
験
　D
日
程
・
E
B
A
総
合
コ
ー
ス
D
方
式（
7
日
）�

●
入
学
試
験 

C
日
程 

理
工
学
部
2
次
試
験（
11
日
）�

●
入
学
試
験
合
格
発
表（
14
日
）�

●
2
0
0
2
年
度
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式（
25
日
）�

年
に
一
度
、卒
業
生
・
学
生
・
生
徒
と
そ
の
ご
父
母
が
一

堂
に
集
う
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ー
ル
甲
南
の
集
い
」
が
左
記

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。テ
ー
マ
は
、「
ハ
ー
イ
！！
甲

友
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
。一
家
で
3
人
以
上
の
甲
南
生
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
当
日
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
ご
家
族
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
旧
制
・
新

制
の
卒
業
生
だ
け
で
な
く
現
役
も
O
K
。
甲
南
女
子

や
甲
南
小
学
校
の
皆
さ
ま
も
大
歓
迎
、同
封
の
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、テ

ニ
ス
の
松
岡
修
造
氏
を
招
い
て
講
演
会
を
催
す
ほ
か
、

長
谷
川
三
郎
展
覧
会
も
開
か
れ
る
予
定
で
す
。
�
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【
日  

時
】2
0
0
3
年
4
月
20
日（
日
）�

【
テ
ー
マ
】ハ
ー
イ
！！ 

甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
�

【
場  

所
】甲
南
大
学
�

【
内  

容
】�

●
メ
イ
ン
会
場〔
甲
友
会
館
・
大
ホ
ー
ル
〕�

　 

午
前
11
時
〜
�

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
�

　 

午
前
11
時
30
分
〜
�

「
甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
集
合
」
記
念
品
贈
呈
�

　 

午
後
1
時
〜
5
時
�

オ
ー
ル
甲
南
夢
舞
台�

現
役
学
生
の
演
奏
・
演
舞
会
�

午
後
5
時
〜
5
時
30
分
�

閉
会
式
�

●
そ
の
他
会
場�

○
長
谷
川
三
郎
作
品
展
覧
会〔
甲
友
会
館
小
ホ
ー
ル
〕�

○
お
祭
り
広
場
「
模
擬
店
」
�

　〔
学
友
会
館
2
・
3
F
学
生
食
堂
〕�

○
オ
ー
ク
シ
ョ
ン「
甲
南
バ
リ
ュ
ー
セ
ー
ル
」
�

　〔
図
書
館
北（
雨
天
時
は
5
1
1
教
室
）〕�

○
松
岡
修
造
氏
講
演
会〔
1
4
2
講
義
室
・
午
後
1
時
〕�

○
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会〔
講
堂
兼
体
育
館
〕�

　
第
一
部  

午
前
11
時
〜
午
後
1
時
「
親
子
で
フ
ッ
ト
サ
ル
」
�

　
第
二
部  

午
後
2
時
30�
分
〜
4
時
30�
分
�

　
　
　
　
「
飛
び
入
り
ゲ
ー
ム
大
会
」
�

○
ク
ラ
ブ
・
ゼ
ミ
O
B
会
「
恩
師
を
囲
ん
で
」
�

　〔
10
号
館
各
講
義
室
・
午
後
2
時
30
分
〜
〕�

○
子
ど
も
広
場
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」〔
10
号
館
1
0
1
2
講

　
義
室
・
午
前
11
時
〜
午
後
4
時
30�
分
〕�

甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
の
お
知
ら
せ
�

2003年�

●
就
職
面
接
実
践
講
座
�

【
日
時
】2
0
0
3
年
1
月
31
日（
金
）、2
月
6
日（
木
）、7
日（
金
）、�

　
　
　
10
日（
月
）、12
日（
水
）�

【
時
間
】1
日
4
回
開
催
。
開
始
時
間
は
午
前
10
時
、�

　
　
　
午
後
0
時
30
分
、同
2
時
30
分
、同
4
時
30
分
。
�

　
　
　
所
要
時
間
は
90
分
の
予
定
。
�

【
場
所
】平
生
記
念
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
�

【
講
師
】（
株
）パ
ソ
ナ
よ
り
2
名
�

【
参
加
費
】5
0
0
円
�

【
申
込
方
法
】2
0
0
3
年
1
月
14
日（
火
）か
ら
先
着
順
に
よ
り
�

　
　
　
就
職
部
で
受
け
付
け
ま
す
。
締
切
は
1
月
22
日（
水
）�

【
提
出
書
類
】履
歴
書
お
よ
び
申
込
書
�

就
職
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
�

●
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
�

【
期
間
】2
0
0
3
年
2
月
13
日（
木
）〜
3
月
31
日（
月
）�

　
　
　（
土
曜
日
お
よ
び
3
月
5
・
6
・
7
・
25
日
を
除
く
）�

【
時
間
】Ａ
セ
ミ
ナ
ー
午
前
10
時
開
始（
3
月
4
日
ま
で
開
催
）�

　
　
　
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
午
後
1
時
30
分
開
始
�

　
　
　
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
午
後
4
時
開
始
�

　
　
　
所
要
時
間
は
90
分
の
予
定
�

【
場
所
】1
号
館
お
よ
び
5
号
館
の
講
義
室
を
予
定
�

【
内
容
】企
業
説
明
お
よ
び
質
疑
応
答
�

【
参
加
企
業
】�

 
 
 
2
月
13
日
〜
3
月
4
日
ま
で
、一
日
に
つ
き
8
社
�

　
　
　
3
月
10
日
〜
31
日
ま
で
、一
日
に
つ
き
6
社
を
予
定
�

【
申
込
方
法
】同
じ
時
間
帯
の
申
し
込
み
は
、1
人
1
社
に
限
り
�

　
　
　
ま
す
。
な
お
、事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。
�

　
面
接
突
破
に
向
け
、少
人
数
に
よ
る
模
擬
実
践
を
通
じ
、面
接

の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
個
別
に
チ
ェ
ッ
ク
・
指
導
し
、効
果
的
な
自
己

P
R
や
動
作
を
学
ぶ
た
め
に
、次
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。
�

　
新
卒
就
職
希
望
学
生
を
対
象
に
、業
界
・
企
業
研
究
の
一
助
と
す

る
目
的
で
開
催
し
ま
す
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、就
職
活
動
を
行
う

う
え
で
大
変
重
要
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。
業
務
繁
多
の
な
か
、

多
く
の
企
業
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
の
で
、民
間
企
業
へ
就
職

を
希
望
す
る
学
生
は
、1
社
で
も
多
く
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、就
職
部
の
掲
示
板
を
見
て
く
だ
さ
い
。
�

入 試 制 度 �

試 験 日�

学 部 �

試 験 地 �

出 願 期 間 �

合 格 発 表 �

入学手続期間�

２月１日�
（土）�

２月２日�
（日）�

２月３日�
（月）�

２月４日�
（火）�

２月５日�
（水）�

経済学部�
法 学 部 �

理工学部�
文 学 部 �
法 学 部 �

文 学 部 �
経営学部�

経済学部�
経営学部�

２月８日�
（土）�

２月８日�
（土）�

全 学 部 �
経済学部�
経営学部�

３月７日（金）�

A 日 程 � C 日 程 � D 日 程 �
B 日 程 �
S 方 式 �

B 日 程 �
EBA総合コース�
一般入試D方式�

３月７日
（金）�

１月１８日（土）～１９日（日）
大学入試センター試験�

２次試験は�
課しません�

２次試験�
３月１１日（火）�

文・経済・法・�
経営学部�

文・経済・法・�
経営学部�理工学部�

神戸（本学）� 神戸（本学）�神戸（本学）�
神戸（本学）・�
名古屋・�
岡山�

神戸（本学）・京都・大阪・岡山・広島・高松�

郵送出願　１月７日（火）～２１日（火）（消印有効）�
窓口出願　１月２２日（水）・２３日（木）�

２月１５日（土）�

第１次 ： ２月１７日（月）～２１日（金）� 第２次 ： ３月１７日（月）～２４日（月）�

郵送出願  ２月１７日（月）～２６日（水）（消印有効）�
窓口出願  ２月２７日（木）�

３月１４日（金）�

一括 ： ３月１７日（月）～２４日（月）�

理工学部�

神戸（本学）・東京・名
古屋・京都・大阪・岡山・
広島・福岡・高松・松山�

郵送出願 １月７日（火）�
～２４日（金）（消印有効）�
窓口出願１月2５日（土）�

●
願
書
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、1
月
17
日（
必
着
）ま
で
に
、同
封
の
�

　
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
無
料
）�

（生物学科を除く）�（　　）�
理工学部�
物理学科・�
情報システム工学科�


